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栗在がための過去

現在がための未来

溺一杯生きて行く現在
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顔　ちてい了二　組

勘節電γ一一一　香　　草‥
款は乾を一人ばっちにする，

それば私み礪麿老朽漕させる冬の　承L Ll執鰭ではなし㌦

ふと笹薮病者を帯し1出すような

もっ　と不守に淋しい執硬だ∴

驚い山合し1り淀みに　浮いていた彗寮がス一、ノヒ滅んで

その小さな頚紋に　ふと宅を硬げてみたくなった。

たわいない鯨動の鞠唱が、そこから円産初老儀めて鹿がっていった。

毎月の役にいぶ、された長いレーノレの上之

平行礫がいつか一矢に消える簡樽をもつように

途方もなく「款の疋」にと　りつかれて歩き鰭けた．

嚢衝に三や五々のシルエットが　ほっと帝官署して郡かなし用草

履呂のちょろちんにふと潜の温み乞覚えて

∴脅毎分が不軍になる，

汚よ、額よ、尾花よ　一一‥一一　と三丈韓人体葬ぞ　しく嘆じた∴

その詔の冬き釆てた軒にi‾萩の）疋」が後れている。

不安か．むな　しさや＼．

そ二刀＼ら希草の各席の履勤が褐苦る。

釈はやって店家なし上。帝寂に、ミ＼ヒ立ち止ま等野に

萩は　者ちている季節　なのだ〃
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㌣　；／さえで　ハ‘‾”‾′”　　　〃¶　　†▼「「‾

／新い亘遣、古い遥　　i

相　宅　毎、吾♪

賓年みも終りに近づ、き体の網子も蟹い屈牒て末た頂虹‖ヨ市の石油化学工場

か＼らの窃狩を受けたク

そ－の土壌は、戒が園では川崎の石油化学センター、ヒ汲んで一穴コンビナー

卜老形威して∵おり、瑠町野夜祭の原萄カ レ
こ
㌧
なろうと　している帝で多寄

／会社の塙定漁り京都より肇建碑確りの静なっかしい党勢で斉しい凍寒巧の

凍環老－なボめ、葛ぼけた亀山の界で乗・リかキしばらくすると静暦と白須に嘩

く塔の・珠江する喝日野の堺についたっ萄油ヒいう甲埴・有啓蛍をものだクアラ

誓アンナイ／トではめるまLlが、アテジ、ンの不愚衆なランプ¢朝く＼財嚢の上／
′
、 奪田本では田の中に、藩の平に不夜城鮮麗現するのだから。その稼宣誓静

ま直ちに破られ、黎家蔵を毒た顔鞄細の旨い枝衛有に迎在られ、頗亀せ晃魯

忍野さながらの藍色通力、石油叱学工場のやばに連れ込まれた。承る直々≒の

亨に挿国家豪社の合成ゴムの工惨から五万トンの生産老冬夜を介をす聴け

おり更に帝撃を満す家よ～j万トンの一家列老研究ようとしてし1首。右亨

左
／
　
て

二は今諒達乾の経ったばかりのポリプ㌦コピレンの工場がそそり江ノ宣ていた。

元針万坪に証し1教材の中には、かづでは帝圃海軍の磨柊薇の牒影は庖く＼帝

に刀襲い石肇萄穀、高圧豪ポリエチレンの生産（∫万トン）更に無数甲の琴

の＿石油化学製造中生者が療けちれてい等。研究蜜で夜行奄箆とポリオレフイ

ンにゥいて摩り合う産．幹部の人達の中には十何等頼り㌧に貪ったかつての同
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健も琴丘。しかし大部飢喜平何等やよぎ，身ヒいう香しl人達で比の大工場を該

かしているのであった。工場の敷地は亮は肇であヮたふ　近くの同から土を温

／び洛南を櫻め・署老好め、増えた抑士は社宅や資が立ち並び、、そ？慶上から

惑える考には／∂万トン解のタンカーが油を鶉載↓て策しい蔵線色如しlて入

ってくる。新しい遭、軒LL＼逢、吊車馬額の史書んとするエ不ノレキーが庇の

逢乞窄進んでいる様な気がする。しかし纏来し1苛には／比の遺皇帝Llた夜衛はl

酪酸の＼ものそあって、魂が圏のものは何”づlない等は、ジヤむ史得ない／ヒUいざ

ながら二束の琳しさをおぼえた。剰ま老い及野鳥達ヒ象り合った。鹿のぺ温
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1

の育つ碗現が軒の夜行も一段ヒ獲むであろう。庭に出ると各工場の′上には希

小火はもを、繁瑠偉戊鷲らす火は宅牢のように償いていをα
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墾田繊経土修め人達ヒ透い野乗の町告七色行ない－、ン仕事吏終え暑さに追わ

れる勘こもてを畠蜃駅　ケ擁。丁寧や突撃の不竣琴準／管の密通皐が出る鱒
たらたので絡み凍った。福島や壷についた励ま夜も更け∴轟ははげ㌦ぐ碑づ

∵てし日と。中仙適の宿場あ竜い薇留に為らゥいた蕗今漫この茶系が璃託て行った。

吻敬啓山のシーズンも過ぎ稿はがらんとしていた。拓の下を免れ名木領‖li¢

海老商いてい局内に寒い眠りにおちて行宣た。

蔓粥凍啓二曙、をべスで小木鷺の訂已温リ信州の白酎こ行こうとしたがバスは

∴季審外れあ為なくなってLは。宿の八達ヒ泰守っていろ将木琶蕗の音義引こな

ジフた¢　そして替り萄影は等々となくなって行く　の、之嗜しむ萄ヒなった。、その

宿の主人は一冊の写奏零をとり出した。滅び、行く末嘗路色写した写琴文集で

ちノっ鎧、「写した八は好旧ヒり与一介のダム工事の土手とあこ立で鱒った．考

〉透は各日の潮気気在ったダム工肇の飯場の車で婿色濁て写し年季喪が同僚準や

〉J巴を静め、埠が乏しい小便を出し合サて摩りあげたも珍だとの等、竃も琴し1

本逢、の曙や葵レさと▼　草の孝養文集）の夷しまに引か〆れて鋸ま■－南方1ナて頂い

た。皿白市での考〉Li八達の初で葛し辛痔削げた謝礼が比の英LL悸貴腐にジな

？た孝に、も硬い稼ヒ．云y主もの史藤で香草にな～ウセしまうた。

そし一之恵は岬八の痕大老なって写奏廉左前ヒ萄寮の賓科や入った根ざ、ん老′′

後に堀分けにしてを撃の深い山葵に入？て行った。璃田島碑の菰野の部落に

次の弓？額を求めた。裕牽車の膏、日光きすげの贅∴牽召人の紅、、その杷野

ノ／甲平宴ヒ邦ドシ・さドリ露紋、、貴べりタテ羽等ノの礫がとが廻っていた∂次の

パ引草硬蘭林におおわれ草木噂の埠二稲弾の庫・信磯の華の長い哀し1山薮を行／

■村上礪牒より牒準へ密若者重しl衝蓮の野麦峠更・足をしけめてしまったき。、ぇ

礪〉の衆た－針目よなし適い適は肥帝寧ろも1のではあったか、痛む酎こぼ∴その不便

さがラらめしく払った。皿十を半ば過ぎた草Jこぼ町老歩く賓での十翠の山際

∫／は無確であったかもでし笹射し峠の廃置で野唱も牒乾たれごそれも～ならす痛

∴む鱒を牽きダふて峠下の密薯にたどりっいた。－萄切な村¢人に電帯で達ぐは〉

昔れた野寒より象を呼んでもらい黒川啓の遺棄衝にたせ虻っ昌た緒には憾め打

て女由の＼萄乾きをしみじ卒隠っ産∴欠の削ま′白常温寮についた。毒し〉湯瑠偉

一万、比の湯につかっている内に狂い喝めた私の体は鞠芋を浸り磨した。

古い噂、、野しい藍．簸しく革超す香色は何牢未葛であろう永二
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やく瑚・く＞賢さ3回生、・金華政澤
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…三…

、／昨日無事正和マン葛茎／ましたd今僕の頭の射ま日本新＝濡れ込む戎山な竃ヒ

液の尊んで奉香魚に舞うその嵐礫の邸ヒ、夜目かドラムノ1－か丁のもー、のすごさ′　∴∴

豆／何デよりもアッパーの耳監督する翳畠でがんがんなってい妻女。

⊥節繹　高まお魚盗りあ．リボヒラタ嶺戸内から日本寿へ掛けたわけですが、本　∴

頂は縛委らす、か　か　と照リノフけノたものをから好、今そば七井ばかく洞戸やていィ

た贋の軌ま焦げてしま／クたよ′妻やすd

」
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合く僚し出よう狂いい天気で空は衆膏、どこまでも磯いていたやですp

ビ’んな野ヒも笹はあり∴家がありそして人菌が生者している▲のた、なせ希える

セ黎恩領牒鰭守併しました．イ

／く／山の中にはきれし沌凍瀧がい1くケもあり、・一緒に盗んだ像や二㌢が覆い乱

されまiノた∴

ざ

幸ちゃん．鱒は本当に貰うLlてしまい′ました。山窟痘賽子から下った二七

盲銅＝かったのですかその藩の英しい　と　含ま・で静がこん射二乗しいと鳩じ

たことはありません了丁啓天気が藻草つくたのでいつもはニラではな1Llでし＼よ　ゝ

与が、澄み扇去た各の色確はこ何より、も僕老親厚幸せましたク

」締出は一兵の汚考も在甘広々ヒした諒虻鱒沌祓リ、又到者野にはんヒラざこ

車掌旦入江がめり、ご？ごっした岩の透き遮る礫の希い入江で、率の準七番

わ膏で縁どられ亮八守二一人し潤い由来．

くめん年番で∴日干避んセ署拉たらどんなに楽しい♭ことか。

巧の裕の木がさしずめヤしの不だケたら、努こか粒のポリ不シアの島だ七

■宝かも牒町れ尊い。日本象でポリネシア老逢懲する射まグし変か在？モ

モでもこちらの材等のノ野栄iま本割こ毎Llのです∴確り年らさぞさらさらピ滴

れ落ちるこいとでし　ょぅ㍉

磯戸内の訝漠に目蓋どんど花覇者の崩れ転も、の産さから魔もいく与か大層くて

凍そべつてもイちくちく∴構いのですが、ジこちらは本当に孝かそうです∴

山項の番外夜明寄主に考享での山壕という苦寒から表号僻見愛再評価世才ざ

象を得をせんでした。

それから乾牢？LHL夢です恥、心像の慮頂の舟は強襲虻牽ケてあ∴リます。
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永ノき年率宅や＼ら巾ざ在家亀山孝に萱号室や、お寺の広い屠舷も全く寒い詣私

家色が嘩いているのです。官邸が孝崩はいきわけではなく新レいネレ∵卜為

も周かけたのですか・ほ七んと：がそ～の′細襲のかかクた斉しい亮なので、す。党

ていて本当に昇しいと愚いました。

出零や辺りでしばらくは、〟野一軒叱密に堀正でに刈り込まれた防風林を砕／

／つた敷布水練きましたク　それが憩の前で走馬燈のようにくるくると回って行

＼一・・う・

やがて轟くにとんで行ウてしきづて．丁度増顔の除興宮塗りつけたばかリ

ブ　のおもちゃの家のよ与に在クかレく啓われ．ました。

野乗にいてぱい溶げて千している煮干の、あのまいわしの生臭、いにおいの、

′する鼠色通り戒けたり∴番盗め腐Hh巨石二元屈んだ檻妹の向から、ちらちら

／ヒ軋るい特車簿がの飢法りして、全く逸萄篭ることなく嘩ぎてL纏まレ軋モ

ミ松江恥を三線滴攫下ると、蝉の∴燈台の商うはもろパ／レプ工場でしたこ

畠家発電野の属い涯究からは思い煙が兵直ぐに立〉ちのば与、製薬脅林、ビ、っし

∴リヒ高く位置老占め、原木が藩の上に零封した岬の商うぞ牙まで輝いている／

巧が幾程から曇り′威した骨の骨肉からほとばしり出た電衆ヒ貯らされてLlま

ノした。江叫の談積を獲ると託孝の駅です云

会社の人に寮内、登れ、築学僕等の常習範であ香山碗ベルプラ工孝工場に萄い

たわけです。　　　　　　　　　　　　　　　　t

■琴野にあてられた社宅はィ、工場蔑め社宅ヒいうニヒで慈くてLlい野でした9／

先考～の三人の萄之紆介され、賀葛生は全部で六人だということもわかり乏し

／たりジそれから′㈲乳濁喝やゾ、食窒∴潜壕、私怨など望栄・内して薄らい∴それか

／参－／駅前から・工場の打まで、／の緒言雷米の江津の繁華街もめずらしげ七歩Llたも

′のですり

八白三万にしては宣歌すぎる市庁舎と壁画餞のある帝です／ふ　しかし占ar．

癖準膚∴飲考私ども・－穂そろい、都会の一緒ヒしそも冒侶＝不審漆はなく十分

パ亀関するだ’ろ与と懸ったリしました。

・鱒で恵轟の三人カ＼らお放ずきのしるLとしてr裾野暫定になり、一寸ぼか

しめゥぽい葡鱒で観？かれぬ牙㌦夜色明かしたわけせす？。　　　　～

≒／月膿の今朝は七時に起嘗幕√した∴く一寸億じられないでしょう〕

†番に労務課六行く・よう書わ才していたのぞ／すが少心学過ぎて哲ん在が出勤・∪

／てぐ考享で筍額の上に樺色かけて符フていました。工場内は春等幕≒ので汐鹿

で∴喝曽大きな森が林江しているのですク

華倭蓬んから層があ丑／、∴牙γに大切なこと廣隠密乞せ孝二ヒ耳¢です。
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工像孜、蜜轟ヒ紆灯され、きちに原綿は鮮翳寒に衷まリ、そこの琴諒さんが

ケ招∇J、伊の測定ヒいち筍官わけのわふら琴い笑廃チ〟マ官尊私ら持たの七・ィ

・すが∵これは明断まマーセ几鳩攫砲、とい心、∫町の孝は礪化授乳ヒいう／

ので、、この堀之内外色やなノヾルプについて測定しヾ　ビスコースの塵範ヒ朝肉／

なる相磯何債があるかという二ヒ色覚明しよきヒいうのです。

つ孝リパルプ宮ハ血拍亘苛性ソーダ）とC蓑（＝斬化喫奉）で懲理しビス

コースにするので、すが、二㌢しらによっても変化吐ぬ部分の大小がビスコ〟ネ

・二二二辻ヾ、、、－．、：∴・ごこて二、人工．イ一、．．・ヾ・1一くて∴．、－　　ミニハtL、．・・・．．‾い一一二∴：．

リ、■ビスコー不∴レーヨンヒした場合に適当在家摩勘考か宰いう羊ヒセみつ♪

けようヒLlラ¢ですが、まあそ町まそれとしてパルプ工場に煮たのだから恵′

す工場の象学宜したいと碍LL裸虜さんに頼むと寧速承印して乗れ、竿衝か

ら東汚す看よう主任さんにYいうてくれたのです；′

二者風音丁鷹に婿かすで、1瓢ちゃん釘せ、を磯全史みろげて屠学す名士ヒが針

、未ればし＼いのですが、野禽乗鞍さめや占ぬ僕め見学記をパノレプ簸連行遷御噴

七施ぺようと啓います。
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二の工傷で作られているパノレプは二項在寮帯め齢九割までが∵この方豪によ

る亜硫酸譲パノレプで、或Llはサ／レjァイトパルプヒも云Llますぎ。この方豪に

よるパノレプは一顧毎引二者って、／血例‘：幽孝明水骨帝するカは敦くく

泌乙ゑ飢姐（周縁寮）を犯す車は少いといわ▼れセLlるのせ、庵賓か高く隠

挙世＼んLlか礪終ヒ二レてはこれ富礫埼するのです－。
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針賃料の方水都合し亘1■のは懲廃ですボ・濁盈舞木珍希華瀬島価在のぞ

ほとんどが広果樹で∴閻重十産位の筑後物産宜の、諷やす。富啓もの虐∵

ナ章t宮野ペ、‘iブナ、ポプラ軍で、訝質の均寮叱貢は俣野化と輩頂が世∴　デ

を毒です永、智頭臥野木千輌）め画数（豪儀碑増針葉樹
のように樹脂方は＼多くないので、埠別に野木とLlうニヒは暦学ないと

いう二七∵です）から漕私1合わせて、今磯研究の東磯が多寄よ妄i二審でLy

・’まし辛∴一十山ノ＼，竃石、一日大体三千す嘩弔されるという＝′とや、めるが

ら江口山力漕蓼きれ号わけそ多重が、竜の承木の唇に蘭ろいてし’尊いま

，▲レた。

／しかしこれで紆一ケ月介の在庫だという＝とな¢です。

位テ▼ふ刀バー

′・？享ソ闊円筒虎むを礫の／±とで、碑餌で雪塵衝撃で丁／廣塵塚孝二／∫〉∴∵

≒耽∴暴き／β〝～＼ン∫仇や商磯東漸赦し五大きな辛、ラム庵かごろ，ごろとィイ吻＼′

¶γT
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ウく服喪して了牙の如＼ウ如秘め鱒木か入声て来宅枇ンニ庭
に摩喪にこよって樹皮鱒、むカ＼れそ行くのです漆工数回まわクで他り方の

覇から腋て東名暗ヒはきれ小さっぱり裸に啓示乞いるとし1ろわけです。、

もし不発全であれ／ぼ、亨老相見ます。

、滴撃でいい方法で′す．範かま紆ヲ∂間ク酵とし1うニヒにをっでいます．

チッペー

ドラ争べ∵ガーのも、のすごさもそうですが、何といってもこのチッペ

十の底細れぬ聾者には敵いま吐ん。

チッパー′というめはチップ鞍逢礫ヒそも蓋ったらいいのですが、あの

大きな丸太宮上から浸、っと海↓込み了ヾリバリと比べようもなし1宙官

軍ててみるまに琴き＼α∫C耽、∫Cガと帝位め声、ツプとな弓のです．

次の義解工程で案醇計り環を色よくするためで、そのためには等しl連

夜いわけなりですが、磯曜老幼析心てパ／レプの亀質にかかわるので珍

ノ　まリ尊くも揖未なくし1わけなの、ですダ

ニ、‾J．・＼●

∴チップはアシプサイロとLl？て中世の寧ろ於のよラなコンプリート凄リノ

の塔に野親し、この木ガマに逢ば、れて奉るのです。木ガマヒい′ぅ夏日ま，

鷹野範やニヒで、工場の八亀は水ガマ、凍ガマヒ呼んでLlます。この

，大き元鯛教勢の刀マは衛顔鰊亀で相乗りしているとのことです。

亜薇礫ガスが韓を鱒く剰敦し、二のt野登に長くいると塚まで出て来ま

す9＼でもここの人造はやラなれてしまつ老いる¢ですね。

膚径占耽位高さは鹿ヒ層軌ま徳れて見えなししのをけれゼ、いさあ灯れ垂

はあったセィしよさク　ー峯で能力旦加のガ㌔で十団に約2の為れのペ′レ

プ群数あきれるわけなのですが、′傍鱒六基の木ガ々餌鳴動しています。

簑静藤間鱒ぎ～／ロ藤岡で尿希の適度は／Jか～／むつも．正方は7～せ

・気圧にす考そうです。

葱醇セい．うの笹つま　G動地以外の不純な物頃、召ん椛読必鎚ヰ十

彪他や妙れ了刃ダニン）忠常去するニヒなのですが、東野年

贋は磯直されるノ17レプの爵額を定麗する蜃重なボイン′トヒなるのぞ【、

この〉衛の化摩乾梅につしい乙嬉診ィくの野先により∴その磯額に？LJ亨も、‘

養静紬ま約億舶紅れて茶壷すが、′その宅武郎石鋸照くとで“；
gp、2卑僅岡させて得られるCafH∫0弟ヱ十の巌∫Ojノゼ定との海食水溶液∴

bす考、
の

塔 磯軽重碗磯か日夕ヤクム琴線は革適せば優廃で濁る瀦蘭感す
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モガ草木勘二村してはC乱用∫∂巌　よりも∫Ojや牙が迅速に、琴塀／ざれ

る傾甲が寄る／甲で、案群やヒとれ∫bJを務隠す各務和二平準が静卸す∵

壱ので、これ老膠止する過剰の∫∂之　を攻収せしめておく必要かあ′リト
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ます。それで素顔計の魔成老表わす射二者盈∫∂ヱ勿馨を野し′1葛のですタイ　　∴

つまtJ C年目寸∫0再　をC孔∫Oj　と巌∫伽の混合物と孝之、CaO）に絡　　、

合した∫∂上の署がC卵押A∫02（化合∫0ヱ′）で融／∫∂云合点完y　小′

から引ししたも．のボ弛み∫∂ヱ（鑑歴∫02）なのせす。　　　　　　　　　　　　　イ㌢ミ～

儀解凍屯の繹喪を織るには天体は碑閥魯倉巷のですが、窒～の蹄にな者㌧了

ヒ経常にようセ桑野帝の色に凝っている呼です∴比庵計やp〟卵色感吟∴

は常置していますかやはリ1人陶¢削こよ尋軍人笈に葡っているようで

す。、

．三・二・三・一等

一見して大した高さではない≠うに番われますが、、これが¢厨祝だセ

閻けばそん酎こめるむのかなと牒わざろモ濁翠隼そしようこ

パ′レプ工壕のノ繚徴毎春麺物で、この塔かあ絢まサルファイトノ主心タの

工場た、ヒ恩是正よいのです。

ァまリ暑解剖を剋渡すて香槍ですがい直径さ礼宜しの㌧腎衝勲勘亡は庖灰＼

、岩かつ蔓っており、、－頭部には水密かあり、将官帝酎二審下心て印ヱ〈

ガスは檜虐よIj導入する¢です。一・

寮都∴水に不溶の石貯彰は1Ca∫∂j kなるのですが賓に∫仇逐牒沌日工

てが窓像のJc読佃∫如上　ヒなり修麿に蘭ま者夢です。子して反応情宣∴
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∫0ヱはケルフアベ←デーで碗貫之脛廃して摩るのですが、この世の物

1乙耳も憩われぬ極彩色で構えるのです〈ク

凌帝、済遜、賓∈仁／癌化工億
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木簡宮で　　こうしてLl〉るうちにほとん浸、白い糊ヒ在り豊したが、‥これ

から魔奏せ漂白し・－酸に化学感隆ヒする場合こ友一i融舶広ヲ？

％腰琴で野塵ソーダで佗蜜合夜部分老聴き、それからパイポで過剰の

魔泰を僚友するのです。これら）の工程では刀ユ状やパルプ宮”ブナ

－という大嘗なローラーで迂跨して平我社物にし、それを又次の行寛

に移る痔はミキサーでばらばらにもとやかゆ拭ヒし．夜煎槍の中で反

応乞也、それ／から又シップナ岬kLlケ輿告に繚返すのです∴

ゴミでチリ老磯うので床もきれいにしてあり、見学者のためにも到与

野に定ぬぐいがおいである／のです。

轟い恩からは須木の山ヒ広々ヒした帯かな風車藩が凱掛こ眺められ、

汗ばんだ本意埼しい嵐が選り掛けて行きます．

セントリ∵二
十　　　l

－ナ～

絶好を抒〉な、ぅもので発っている幽泌ヒ
ご　′　fi

／凍÷≠▲リセゴミ一変夜宴するのですが・地車を利関した帝琴甚商学です

がその．火力二ズムには洛把しました。

抄造工痩

抄造の勘二足凍寒竿工不卜で一翠のパ′レプ貴賓老偉っように詞をしま

す．

抄連衡ま茂癖嘉で中衛ヲガ乙　轟き／クワ絡位の牽観官俣覇し、二の渡網

は数十喝のテープノレこ上げラー≒によって受えらγして澄背■し、二のワイヤ
t

十ヾ「卜からフエ空卜に巧ア乾ま東プレスパートに達畝、．、本別亭∂摘

‥、よ′リ㍉紬一～7露　億ませに圧搾きれ・ざらにこのパルプはけイ／ぐ「

トに移り、直後⊇靴檻のローラーナ教本老透過しな畑も布教木乗気で

範壊され′、水分は¢～7％までになります。

恕ゾ・品

〉カッターで自動紆片切断せれ、監大な油症磯でプレス帝盛りされ黎晶

セなります．大智で紆／ノね称卑リ、日雇よβ♂加花ヒす香と　ノ凱毎啓

のパルプが送り出され′るわけです。

見学老屠ってほァ￥－患っニラとり石狩・骨盤草の人草からはな産れ込む

ように嵐が吹き生んで家乞い♪る吟です。

しばらくはじウヒしていたのです。
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「6，21闘争に友対して、ジ
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カロわらなかづた皆さんへ」を読んて

封可生　鈴木紘次き、

C守相川一　〟D．は　に接蒋記載き㌢したT占．よ／斗学に和わちなかつ、た囁きん

く　㌧　＼＼

ハ率

√〆‥

へ」ヒ層する逸見君の夜希の平に、礫が述べた寿屠巧ように琴われ孝もク〈∴　　‥、♪

がかかれぺいる。あのプラス計頚のときに，僕釈延べたことヒ増容からかつ　／言㌢

ているので、訂正いかつ爵夜帯宮して謬麗し葎魔女．、㌣●

占．よノブモ決行に好してのアラス討家め帝に、／傍は覇託の夜帝の中でし1わ　　＼ノ＼

笹ているよラ阜デモきそ句料の密等翠す巻とはいわなかつ零」ますで準る／。＼　∵∵

ジグザグヂそ」こ河しては∴僕は絶好友好であることは、今もそ＼甲番えは少し　　　∴㍉

も変っていない。学生の唾J・の抵続であるデモ宮も香温してい香ヒいち蓉嘘

に轡解されたニヒは、非酎こ遺憾である9ヒ司緒に、傑上ヂそそ彿ものはィ

認めるが、壷の方法において、ジグザグデモには衣料であ署とLJつたはすで

塾等。菅原キ苧考に紺して・今までジグゲグデモ等ヒより・か替り／の慨東宮

／上げてきた二とは帝巽である．しかしそれ′も市民から学生お、から／という特利

な母で取られて茎たこヒも熟れ・てはいけないと希う。

そして一敬の八の迷惑史かえりみなしトつけ上り鮨各藩渡は好じて許掌るも／の　′

ではないと払う〃帝象にも迷惑宮か／けず、一硬市民にも、硬辞してもらやて温′√・

んで・参和してもら走るようなデモで射ナれば、その軒求は半威す写鱒、うう三

屋づ、何に好す亨デモであれ、デモに孝明寸等以上～、包有白身加まら蒙り‘レ∴

／た考え老碕っぺ蔓であヮて、烏合の家¢ように琴寮lじ確でデモに参那しても

窓味はなし上ヒ櫓うク

～予では、宜、らいろ牙式のデモが一番いいかや

庭適宜轟か三線痩せ毒デモ方式もあるだララし、与ユプレヒコール等のヂモ

ガ或もめるた、ろラ。し芦、し、礪在の掛二おいては∴どの方式’が一番泡当で、

部署薦であるか、色女に断更下すまでと宅■ていなLl。

またたしかに喝在の礫は・埋粛縛すぎて∴狩野かこ好け啓ヒいう繹程をラ

げろかも細れ度し1れ〈　モ抑ま環産の白寿豪あ行教え釣竿、′含有棺に領域し

ていないからで参って、本学の貞義貧が、学生勿本食を畠常レて、もつと’も

適切な旦ヰ新釈紆な行新方式之とるならば、僻は尊んで、それら、に参現す寺

であろうケ尚、空いでながら く
／

おて覆

t－

ヒ、／砂の夏草のクラス登頂七やLlそ

～♪く　　ノh　　←ざン　　／ノ
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東嶺文殊攫出されたが＼贋は凍対した。なぜ、ならその教務文土樽、封餞の

像ヒ′な云た大学管理制贋毎夜鱒ヒ一緒に麗渚喫正亘村とミいケ屈革か入ふて

好
j
い

たノからであるも，贋日周ヒレては・尊議甲立には〉衣吋する江壕セヒモアている軋

あのの　き日豊恕速攻正やゴヒにっいては．イ打ふっ討議せ新二努諸文の策考に入

∵
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・

磯
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こ
　
汐

〓

づ／宣／
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＼

冬

ってい菅からぞ参る。衝撃連の方針に従って、あ¢繁文巨人笹た′とも堆剥∪∴…

ラ孝が、本学訂お会としては、何ら討萄されてし用い孝項まで策／キ平に入れ

∵考べきではなかったと愚う。

一一■■一

風端、格
1海生　牒　本　渡

即日まよ　やヤ　妬み、肇はみるみるちらにその黒さ宮まレそし1た。

礫はすっかり凝れていた。

麿孝は1これもすっかり／疲れたといノラように急ぐでもなく止まる否もなく1

歩くように進んでいた。

、軒渡川の僚薇にかかると、水の少なく琴つた河原は所々に水潜りを璃して

いた。／準巴の撃に囲まれた青い水には革柄裾の船鍛正中白い灯東軍ぐの呑て

いたp

卿ま飲橘の∫∂彿ほど下寵にかかって．いろ。こその′向こらには・つき儲めた

∴＋不オンが三つ四つまたたりてし枕。

二二史通る夜に僕は、長柄の人柱の考葛を移し1出す。
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の骨、度々の出、水そ清孝の僅民営苦しめてんl仁淀日日ま、二二番商でも

水を堪して喀∴人々が汗水をJJたきレて射すた礪乞充してしまう孝が度々参

7年㌶カ叫ナてもすぐ／魂さノれる儀に人々はすっかり観をいためていたが、・あ〉葛

竃この姥の竜王刷りの終り老潜め香為ヒ人産を江ててはビラ垂ヒいい由した，

ん登あっく、人々の鱒敬意東のてい啓名宝のいい出した車であるし＼鹿や

多くの人々も肥や郡かに着ろていた膚を耳で、契顔はなぐ、す．ぐ寒行す孝二

岬し二号学務が入荏ヒ碁書かといケ野で＼軌ま閑′ってしまった。温登な

入梅林・いなかったのを。そこで人々の副は自照と名草の方に向けられた／ク

ノ名宝鱒1一それ老撃分で姦し、出したぼ、っかUに】匪まって虜覇橘の人在∴

にならねぜならなかった．
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二の名主にサブヤ七メヒ呼ば、れる斉しい鱒がいた。

“γⅣ　椚　　　　　　　　　ヂ“叩　WW【・丁「

サアヤヒ文は＼，突′本人在に写ってし施い、急にロ老閉ざレ、J書も贋をな∵

ぐなってし苫∵ケた‥

≧丈はィ人々の壕軌こなったのに．家はおちぶ、れ一、億搭変り者七、人々に裾卓上、　ミ

に登れず、密と二人叙しく屠していたク

‥しかし二の腕にもへ河村の三タケヒコヒいう暑い食縛り野や＼ら、ぜZ、孝に

という箸がまい込んできた。

蔵は一言も詔さす・鱒にも友河す予嘩由も耳く、勤ま安まり、人手タケヒコ‘′

九はアクマヒメ　乞迎え．に長柄へやってきた。

ミタブヒコにいじのやさしい立沢な男で、不幸なアブヤヒメ夏好ヒか牽確に

しようと牒日日だ温冬すのだったク

やがてサクマヒメは≡夕㌢ヒコと菜に有川へ出発したク

／ミjタグヒコは直中も、サアマヒ大変少しでもはからか＼にしようとしたが∴

サブでヒメはヤはり伊たく射ニロをつむった芽まで、あった㍉

〆行課歩き頼れて一株み堅していると、そばの草むらで狩好守ジ、の痛く声

草した。宇ミグケヒつばすぼ々く天老つがえ声のした万雷射ると、肥観老尉らミ

経た「∵河のキジがとび’′出して迫におちた¢

±れ乞じっと発ていたすアマヒ火は

もの喜ばぬ　父は貴腐の人琵

キジも鳴かず、ばうた′れまいに

払歌老よ卒、初めて漁色／＼ラ／＼ラヒこぼしセ恋し＝ヒ／のた、ったヤ

これセ見なミタブ七コは、矢を人定たされたサクやヒメの把の乎皇思い、

父の気華もわか膵がら、人に嘉す二との出譲を示ったすプヤヒ文のぐやし

さを思いやって、勘二ノ＼ラ／＼ラヒ努を‘こぼした′¢程っ左∂

この礫・サクマヒX虻元の朗らか主にも二ビ、リ、二人は孝蘭に藩した￥いう

今では　　　もケ八任なんぞ者ゐ夢物語だろうか。

メ今だ号、一夜寮平家帝かくればケ′′ツ．額の得粒のないといえなし1額リない傾′

／済ヒ責っていろ礪々′は．ヌ人柱でも立てて、日の窄さま切奉り老お静、め下さ

．
し ヒ務・、るよりし卦たがないた、ろ与か
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報ちきれることを拒否する権利

内　藤∵詠一

一戦礫も既にノ7号の親日鼠経て、曾ヤ我が垣引ま空前の鞄囁朗に立っている

とし＼見よう。街には毎家相聾か充ちあ占、れ・家々に旦毯化の確リセつくして

人々は礫適の生者色享受していると寿菟られる。おが、ただしい種喝の僚衆が

：存在し∴減っ証し．鳥好摩巨つぶ1日二は事突かない。磯や、域複、しぼ’らくの軋

強度に生鶉の償戒告．禽葛巻色亀襲した私は、今のこの繁東を半ば席億に、

ィけりながら、今の者人たちに－塵の羨嘗変格じる∴戦線や．家宣や学時代、に

／洋楽之襟止されている牢で′、鼓連の家で啓嶺に／首鼠くっづ＼けて　rラパロマ」

や手樽粒、ソレントへ」なゼ、セ潮いた’の史なっかしく落し＝出す．

／、‥　戦線中に極度の利碑色針ナたニュース網が．．戟礫はその原動で索嫡らしく

密がリ、人々はむさぼるよ引二、色々の風域、殻直之破戒Uたものであ、る9

∴㍉そク礫静々ヒラブ牙の萄数は増し．テレビの出現と裾磯つてその±ユ〝ス網

三　は轟々東びり、く篭絡の出版教もおびただしく増えて′、今の哲人の材載りは驚

くばかりである。

∴而し辛ら、此の頃少し播けるようになって車たのはノ・余りにも争く、の蜂東

了かあり、額ら登れる二七が多くて人々は、ゼの挙が大事で他のニヒは怠れて

よいのかノ、ビ、のこじ／ぼ重く細ら＼なくて恥はならないのか、老巧目すじめに馨し

ノみいさきか痺碑が戯れてい〉為の守はないかというごとであ〉う。

′ノ工チデット′ノ　ヒいう書魔力ヾ云われ、それに夜す苦いとして、なれノない手

付きでフォーク乞凌リ、牙を、仁者ぶ－るかきながら、上着を葛でネクタイ及す
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三一好くので海るが、全く余計な和裁∴細る暦琴のない乳もまた、≒多々あるので＼

ござ／／あるブヨ軒々堺そり貧許な分野でどのよう七無知であろうと、別に密でも狛十、

絢ギ、田富肴でも射、て琴の衆嘉の八向かと、のよさに生重度にプラ不するを

1めろうかこ我々が生者を畠留りペースでヤふて行く勤ま蒸、守ヒした礪神色鮭

了浄する上に大切笹琴索と噂わ拘る。－その鞠に丘∴包妄籍を牽制生れ琴い釘観
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ちぎ者を得ない。濁度ドラ＼フト濠僧瀬留萌（少なし号の節線悔めロンス恵三うれ

し舵が今夜は亀蝶番や天秤の絶好馨鱒少～いのセ、全くな引ナなし1ク傍ら／から

∴兎和ぎ魯研究軍の設備ヒ革質堀の菱で準る。我々や周東俊からくる後営め占こっ

どこ、ノめともゥヒ衰億をヒ鷹礫春希位に切にお顔いしたい。

∴09月よぎ0日　ノ時から∋辟迄倫理学の時剛こ汗上奏舞夜．南釆風教授立合い

ー学会蕃琴の司会のもと・」回生全員が側の公閣額同好ヒ裾在の黎行部のめしリ

ガ又執行野への布質ヒいう環魔で封希食草行なわ咋たp比判、汚塩ヒ大出こ

常刑までんで学生大＼貧の出席率にあらわれるよラな瑠ぽピばうらはらだ歯¢く

大いなる同心はここに六し‖二証明／された嫁そあ孝ク終轟ヒしてこのよう雀襲

食後汗、学位にし（即ちグラス割やブ／レ∵プ別）につくり斉し汗二番何題につし1て

瀦希しっくして学生大会に薫哀したり‘ンしよう守は射一押誓し1ラ前句＼きりオ打

が定まった。牽く大し‖二時磯で歓渾すべきであ葛。執行部はこれらの着鞄逐

太いに参番ヒして秦に全学生カ＼ら′ち刃あか＼っモ白岩会届蓼受権塗してしいっそ

もらし日といものであ毎夕

／詞を啓より：′日は色数熊笹名やサーブル葡萄参瑚肴はう、¢名で多寄。
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壱亘ても、らうようにしようと欝っている。鰭窮はくどうなる朴、又何が書かれ

√乙いるかは神のみぞ細るゴヒそあるが㍉　大いに者囲置く、みとって額蕎身に刹

て
′
　
、

レ
ン
尋

常
、
詫

、ノ㌧

もらいたいて価値の多寄ものは‘波乱ふれ＼に記載したりする予定で牒巧㌧

無記名持商わない＼ことに′する予定で1㌦

要蜂み勘二贋が者、し1たのである軋　勧告葵せず原額は策きらなかった。し

呵レ承碕次席亘る．までと妃までくて待って早耳もし＼つ野行で筆者かわから鱒Ll

二のイそ畜周の寮机て　回生鶉芋にな木でもよいから耳尋十ゴ得ずっ審汀ても
♪＼

？ヽリ

ー；6－・

・・ヽラ二ヾ∴、

～　揖蔓こ選竃

＿　こ、考雪

像ぷ／／凰藩番

鷹等ノ夢豪

二二〉

二J　二軍

∴　　一・‾

／毎／む／慈恵葦

首
　
曹
”

・

－

　

－

・

・

・

　

小

一

‥
盤
／
＼
常

豪
∵
墾

二一二そ　こ尋

二　三二

寮が斎藤
／

＼
　
、
′
ノ

／
奮
藩

∵
藩

－
主

客
㍉
鑑

？二竜三ト＼



㌣千℃∵∵ノア〉／′′…
ご／

■

ロスをう

∴傍らか

れ
／
ら

る後贋やた

教授立合い、

行部のあ：リ

塩ヒ大し日に

はらだ脅夢

のよラな恕

魔につLlて

‥．さ二・・・．∴

らの啓晃一監

していづて

名で夢等。

、サッカー

ソト、7、　ホ

ヤはり、蜜新

兵ヒ素参郡

ちいちい。

ろ　ぐ受付け

＿1号専ギ’、

八の為に）すく

年が書かれ

等質義にィ甲

・一　一一　一・：二　．

フ＼った。し

ガ＼ら な い

フ書いて竜

臥

勘

を

亀

巻

数

患

者

夢

審

罫

首

を

夢

断

食

昏

怒

亀

済
㈲
駄
鰍
即
断
紛
臥
恥
骨
猷
猷
鷹
計
雛
祭
駁
臥
駁

く　～

＼

㍉
たしにと

二
二，

ク

∵¶㌻㌻て川てmm叩Mm侶〃「

く　＼r

‥／〆1

朕下がその者やで潜る′。，さて何かとび、た＼す＝ヒやら。
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考等の私の標語を驚表しましょう。
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この文夢を務まなしlガがよいと啓います。やはり教んではいけ豊′せんJ。＼考

なたは索の葛ラ孝之働かれこ葡んそしはすね．お廠い心音す乾きなし亘くだ

ジきい。／あかあなたはなんという人でしょう．私の額し1宅間かす七費櫻貴

簡んでしまし　ましたね／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　招．K）

わあ著・学はむづかしい，一驚葛・ドイツ語・日本ち箸（ア）－　ピ、ぅヤら素等田

レになりそうだが数学の浄向七こんなニヒ之与えてLl名木では、これも‥一・

（Y・増．）

鎗んな種々多按のニヒ老考えている。、今学塗を二つのタイ　プに分けると∴
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勉学連（くそ夷葡削、苗字連とマージヤシパテン′ゴそ卯乾の遊びやクラブ巌tJく～

サーク′レにらつづ之ぬかす）、全学連了自適食・許商会等の奴）に分ける。

鳩分はおそらく密学藍に濁す菩ヒ雇う。巽にこの琴達はいちばんつまらない

しかし義軍一年萄たら青春を予備按通いのために失った今大し1に大学、の看

官楽しみたし1，もちろん平幕時一には優を牽くそろえて出るつもりはしてい

」が二つ欺うまくいくかどうか藤橋はもてない。　　　　　　　（K．丁）
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この世サら試翳なんて追赦してしまえ∴〟　そうす和ゴー∴大学は素晴らしLl

もめになる、ことがわかっている。　　　　　　　　　　　　　　　（Yヱ）

くた、ら人／ドイツ∫語、いや一幕二ドイツ鶉、、やめちまえ　　　　　くれNJ

∴監督監督いうけれど、、麿の施みそ定肇すれば、テンビンにかからぬ程密事＼

？た勘定ノ蛙定度し＼うけれど、珂べる覇に廃の綾はわかっている■∵仁JD

ドイツ語で希薄な別ま＼名節の座への判定．ドイ　ツ語やリ出して密や二の

透の叡磯ヒなリヒげリ
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ミナサン工繊・の挙動ま、ダィダ十に牙イ／テ茶漬琴、／鰊卸町であ等。

これは一体ピ、んなニヒに確因が巧／＼香かよく牒見て下さい。

工窒ヒ麟絶．岡学密受一つの傾帝に簾やタるこ定はでき啓LUも召上か㍉

それでなく　ても少ない学生が　－…－…

繊化の萄葛、仲故くしよもせ、覆襲稗のゝエクサイ（輿、斉）よリ

萩粂宥予等子

すさまじ嘗もの、土曜日の午後の夜寒∵　夢の繁哉する連動壕。／

㌧菜＝まちかなきもの、たった訝ナ草で草葉できるかど、【ラか．ドイツ語の疏敵

勢リボたきもの．学長の壊之鬼石孝二　ミスターエアソンの葡萄ク

替たわらいたきもの、チェーンの鮪鴛∴自焉合の茸蓼。／（考巾納言〕／

すべでが叉カニズ、射ニよって受配それた夜会。それ夏作ソ出した人画とtも

ば決してメカニズムからはじき出されヌは解熱こされてはたまらない。なぜ、

なら．粛々は自己を自堵出家る新物だから　　　　　　　　　　（エー好．）♪

工磯の学生は不頑希不着穐＼というけれど不靖希なのは毎分じヤないのか7

天轟くして馬肥ゆ春歌－…禾高くして許翳尊卑る歌‥…了秋風隈もむろt言衆

ンリて密常闇絶磯が憂色なでろp　鳴響．4人学務一家の静い鹿、礫裾二頭夏かすめ

る。大学では敦、翳は賃に二回守冒すた㌦　大学生万芽　　　　　　ぐ軋丁）＼

／などいってしまったの了　とおいあの回へ。五月の開きにぬれていた．

そっと接吻した緒．あなたは、i、る見ていた。あればど変していたのに

／などいってしきつたのヒ／おいあの智へ♂っ　　　　　　　　（月・孔）
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ノ3回生有松利雄、′

′不体鱒主音彗生め優に実動二行ぐようである．突讃先は民間貧車の工場、野

党筋の他±兼務質場、衛生研究野、工考箱導師、京大化学研鹿野などがあっく

㌧たj学生の平には畠分で会社ヒ安歩して行くものもかなりあ〆る。

、∵ヒころで僕は京大化学研究〉野仁喝所と野すず）へ行った。軌飢ま家やら敵う

のに最も近しロトら（朝牙時に哲をさまして∴9時に射ヒ衛に革いてし1号とい

∴ぅ兵舎）。色々や研究琴があづたがどれというニヒなしで、礫殊研究室に究

めた。今等雅研へ行った●卯月　9人人、賓藤符へは僕受入れてヨ～八であ弓。

観岡は7月／日かからら　月　日まま　といいう＝とであ7た李、・ノ占即にいきなり

行ってもどきかセ思った¢セ数日蘭に－啓行ウてみた．

密教所に行くと本のたくくさんあ石野へ逢されて寮費の威喝色魔し1た。ノ機鋒

凍酎芸非酎こき亘よくちめんな紳士とし－う感じだク了マイラーフイ′レ4の膨璃

ヒとういて」「毛蟹分析法による緊密の研究」「高分子界面活性砺償†二よるコ

両ド凝菓たらし、オ」の芋つやテーマセそれぞれ3人で、やってくた1さし－といト

ニラニヒそ、・笠がゼ折をやるかば僕達の向で褐楽して衆ゆ絢よ、よいとの二七で

ゝ∴あっモノ。肇をならべても何か鱒をかわから射lので、粥から順番に名節を入

れて窮めてしまった∴欝はr帝分子野面湾産物頃によるコロイド凍寒につLl

て」に凍った㌧Lでよいよン占馴ニ9線頃行くと、かざがかわ＼っていて戸が√ぁか

ない三　しばらくたってそこの部優り人がきてぞっと野登にはいれた〃　きっでそ・

‥守番鼻やら再でら出してもらった町メ不プラスユが、∫∂cc′　′グロ．ccノ加♂CC

i伽、cc′葛々、封呵す’っ。常賓、ぴんが′露　cJぐらいの〉もの琶g．る伺ヒ教丘、
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永由′月・庖均ぬわざ、をどの位の魂夜で、ヤ輿、、いいも≒のか圃毒すし－づジ／ミ

たせ±ろ＼曾鮮見当はっか写し血豆．甘　め身は鹿ず㌧√」′〆千％鱒′¢1乙∵

／／／＝ろでやってみましょうというニビそあゥた。′〆占元ヒ再と澄男など’東署ノ

／よく親ら聴琴がみる．プロム裔瑠璃では少々のフ書く象ではプロ4イオン琳豆目上

スにくケマいて夜番ので余りよく在い竿うで診ろが姥によい牙孝もなきそら≒

／で各章や乾す戸冊一画、薫油木をある色々の場長で爾菅してみ㍉

た諭尋固めに何時娩鹿賃泥降が観衆で、きるかわからなしのぞ」ニラめつ三女’√√′

やってし濃が・タ0分たて己、／緒同仁てビセの気配がない〃濱厚色撃マサ見

て色ヤマウていると、甲にノ～革本妬むのか出て来た〃先生やヒ、ころへ行ぐ

と・r塞むニヒは務むんですなあ」′・翌日同じ療夜でヤアて争ると今夜くぼ妬＼

宮なし工　色々調べてみると着用物音鶴え番場番によゥて患うらしい，丁数よ

望そうなでつに今礫締－してしまう。射こさドん5政商では余り季夏施げ巷や

／射てもし－かなし1。ヒころで化節へ行き出してから教員冬ビヤーバーテンイ年季

ものがあ′つたク今僕蕗の学者へ物理化学を家老に凍て′おられる中東産生の野

∵壷の八におだてられ、そそのかされ、昏飲むは飲むは．ビヤーバーチ十が終

る苦では堵浸しラもな．かったがその燦がおはすかしい∂栗野嚢でペッグリ、孝＼

＝凋プラリアラリヒ歩く考、しかし鷲だ‖ま暦学くからヤアと都塵に¢リ曝し

∴た実現支線行、碓得奔翳の合癖＝二は轡必略・の壊度賽恵ヒれ冥翳

／竜二啄した稗史凌肥介醸しては　戸ケ巨‰石レ乙　で／p〃測定を行なわねぼなちな

√汀。濱野寮寮もノ∂～よ∂分春め剰牢で毎日でらねば、ならなしけらィ、ゆつプく

；∴リ養飯をくラわ師二もし用＼なし㍉幸い慣れと礫萄ヒ心さものがあっ／て、次牙
たよう　ようがよくなってくる。ヒころ琳この辺で埠同意が起ってくるのボ

／蓼そある，」掌中で一番暑い此の頃、風速しの希い野覆り廓すみで、～、猪野常、

メ変動定の為にスケーノレ之あてるだけで全身汗′む’っLより。全くオレは何の為馬上

ccノよ禦C人償う毒二斉家をやつ、ている．¢甘㌦＝ん射廃寮の仕斉では先陣陪観なん七割’れヤしな
ヒ訝一色、
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こム唐秤馨
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旦面軸だ。
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。し1ヤ務障陛碇が測れるものでも、それは全く寿嫁がないのではなしいか

′麿は食ぐ愚かなニヒをしてし絹のではなLlか牢番つ烏¢　レかしそ和音それな

パ封こ割り切って実家そ療けた〃戸レり‖ニ痘額を斎場するヒビラなるか豆っ、Ll
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緊密嚢の．暴輿、礫欝について賂じたこヒを。

㍉∴‥・∵化衝へい・つて乾す感じ幸二ヒは機番、番具の毯轟なことである少そ伸二魂

十㌧弓軒㌢たいにつぶ、れたもーの老覆しトZLしない土とで諮る。環夜では、／伸す‘かたちJ

はあっても塚噂で全く礫いものドニ符らなLlのがたくさんめる。ばて接客ぴん

な妻、草むらにごろごろしている功は汚し碑ぎリ、だらしない移りであるタ化

節ではそうで・はない。型抑目貫になって使わないものは多少あるカ＼もしれ／な

d　しかし歓呼で棟宅ないものは簸ず、な、としトゥてもいし－のではなカ、ろちか。

啓異につLlそば乾すガラス各項、ちょっとでも欠けたものは伐っていない。
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優も称層にな～≧らぬ佗馨奮、ヒrカーがないから・或いはフラスコがないか＼ら

きくその他色々う宋翳承應寒なし1なんていうニヒはない，ゴム栓にしても、コル

ク栓にしても、欠のあいたやっの丁度がっセリあらヤっ藍探す字間労力牒心

配はない。刀デカデになったゴム槍、こげゝたつノレク檻など’ぁろうはすがない。

ガラス番兵に′はぽとんと、す′リ合せ色伐つ／ていた〉が、虚のヤぶれた㈹し成れ

触盗　ナビ？し沌スタンド暮夏、礫しょうがな牒＼った（我薇でほど、二でもお

目にかかれ巻）。／

～∴機番についてはr肖ヒすっぽん」わ＼・違杷介線番、P〃職レ汲々／．磯搾モー

タスクーラーその化こまごましたものはちゃんとそろっている。天秤は直示

天秤、これ仕草昭博鹿野苗（僕のいった礫練塀は徒東の天秤でらつたが、め

ったに棟わないらしい〕　ある御慶ではガスグロが「人に一台すっとか、電

子額徴愛も勿論めるっ　y緑野三好額置、東夕卜礫吸収スペクトルの婆置もみリ、

或半日こ呼込蓼を希老て鹿セば直ちにや〃てくれろ？データ著軌二は葛軒訝簿

磯が承額の手勢計降職字みにある・亀子打率掛はおいてLl壱卯、夏、ラかしら

だい。

暦等類にしても、渡す化啓には智慧をヒいうものがあり、そこにたくさん

の本がおいて考等ク　そして帝乾隻では研究濠でたく　さんの本があり、礫のLl

った研究撃ではその為に一客礫っており、斬境の為に有い孝子が声いてある。♪

屠蘇も数多くそろって卜者dそれで先生は乾生で由分の部雇にたくきんの本／～

史もっている。

僕の今迄の経常では我按では突撃や、ガラス各県そのイ酎こ茶壷日義首藤する

／／ことは財務天秤乞礫ラ名目二八が浄むまで長いこと≡Fづヂ＝リ、天質雫が参る渾

磨以上になるとその判定機虜牒恵いためできなく＼在る。それが化研では判定

牙速が面倒であろうと浸、う、ぞあろラとどにカ＼く測定礫番はそろっており、頑

㌣痘草ちといちことなく直毛ヒ寒俊久た移せる。不要ぢ野宿が入らず庵粋に葵穫

／頑礫先かできる¢こうでないと栗野はてきぱき再＼ないのが当然であろう。
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タ　そ粒に承

紺でかたち

てば馨るこ、ん

である9兆

乃＼もしれ′な

なかろうか9

っていない。

林、ないか＼ら

してJもコ／ノレ

岡野カの杷

はすがない。

レ楓′姦4

ビ、こぞもお

′′噂揮モJ

夷秤は直承

りたが、の

っとか、密

匿寺．あり、

宜葛努訝韓

夏、ラかリノも

二たくさん

リ、嘩¢目

し．、●：●予．千㌦

くさノしの本

宙首藤ずる

家があさ襟

帯では判定／

こおり、噴

療粋に頁理

らちうり

i

ふくざ／き　　　】ミ／き√ゝ　　　　　　　　　　　　　　　′等　でγγで丹7、，√

／　／

ぎ

士のように戎薇ヒ化節と官比べる　えらい覆いで参るボー、その叱研ヒても∴

一顧に大学研究室ヒ日ラもの汁は合鹿研究酎宇陀へ、各ヒら菩たえらい轟いが

の／ではなかううか。会社の研究所へ実習に狩った夜達の寓意囁いても、／

が藤じられ香。由怒ヒいう寮費にもr蛍後に避渡された申礪額な大学の

海星な化学教室が、／八・の面で紅綬傍の面でも、実際には今日′の化学教習仁か－

啓蒙低のスデー／レよリもはる桝二下まわってし1石のざ参る」とかいている

、合くその漁り程ヒ思う。直系天秤やなんかは寮ノ低線の漉常置で．肇耗協

攣ガラス各賞やなんかが足りなしは〈んて．蚤掌でわリばしか不凍してLlるの

蟹覇硬いイ曾く何層外で診る．ものを穴切にするのは勿萄収奪であるが　それ

三森為に不季な線画をヒられる士と経をくおしいことである。高価甘機番につ

縞てはr化学」で′9畠ノ　年7月号「域前戦後イギリス」9「イギリスの大学

牽／簸て」にあるような二ヒ老参寿にして、余り頻繁には礫わなLl高価なもの
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肴研究室焚頑にしては夏、ラだろうか㌧膚甥が悪くて使いものにならなし1よ　♪

姦妻こしてはならないが。

㌃二ポケツノ上奏口誠

イ邑′　織　の　喜B　　　テックスチヤード・ヤーン

′触るレ池戊　才〟Z′ケ乙′　ヒ」言・いわゆる、かさ弼リ加工之詔した解の終

審で．合繊のフイラ女ント解凍が、喧繊維釈宮含めて感催自体にコづノレ、

／刃〆ん．フゾンプ．ループなど、色々な和ス碍家形を与えるよう孝和工を

悲し．非断てかさ承り煙草たは伸頚座のある、いいかえれば∴兄畑げの

独尊の非常に車掌し日和二親逢したものぞある。しかもその塵衛が縞繹尿

が、後の工程などにも十針二阿見得る摩れた宰定接受もっセいる。二の瑚

二途は、種々あるが、その付表蘭なものは、閥感凌または俊磨豪によう

クーリイー職工、デイエッジ、議によるアジ、ラン職工、スタッフアボツ

濠によるノぐンロン芳甘工、エアージ1ニット速による～タスヨン職工、そりイ巴

専一リ　ーのイ中庸健七減少させるような瑚工を聴したサー／ヾ一瑚工などが

香る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（絃本義）

原市島募集
∴務等一一り確両統としての弓褒＝ニ適するものなら笹んでもよろしLj

彩喜一、一一白田（項常両紙には頑蘭書で題字ヒ嘘竃の礪邑五、六行ヒ≒香二と。）

帝切一一十／月家町次号に穆観のためにはそ・韓に朝敵はあり菩せん■

食料－∴草生蚕桑利き礪県、郭轟（礫璃照総大将の場合には締雫都塵に）

ミ∴／吏なお表舵のデザインも歓迎敏します〕　次行発行予・足－／ぷ月中吼
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率了や 3回生　井　垣′有　忌

●河は瑞れ巷、そして時は売姓名。、醇が、濡れろから宍ロゴ流れ手のだt。浄河ヒ

は不欝萄なものだ。巨‖二は鞄えなしh′しかし絶えず軋れて輝く。もしこれ受

止妙ようヒす和ば、、光速夜でもって垂勤しなけ㌢いざ、ならなし）。そのよラなこハ

ヒは要素っこなし目　すなわち蹄何時停まるニヒなく流れてゆく。

私がこの撃殺へ入学した藤、享だアラスの嶺のる前もは一つきリヒ知らなか

わた時、当時ヨ珂生産った禿頑さんと龍谷さんに二のチェーンの原商を／骨

盤から寮めてほしし1ヒ蔵、濁されたeそれが今ではミ＼由ガがタ可変になってし

まゥていろ。本当に目白の過ぎるのは宰いもの程と藤旧した。孝の時は好もし

書く車が出家なかったが、今、尊宅ヒらしてもらいたい－ヒ啓う、p　ヒいうてi

私は乗り文尊を書くの椚尋啓でないので、私の占い許宅の呼からダイジエス，

卜して零し1てみたいヒ賂う。もちろん自宅に轟いてあることだから、姫鱒に

プライベイトな内容である二とは産けら往なLlが、しかし若し鳩は、大在り

申なり十寒は経家する何題′であると啓う。日記には′′三太部日記〃のような

すぐれたものもてあるブド、これノば－凡人の弓託である。

ー射す老得るためにこうも軍レむのか・何歳1ニカ＼くも求めるのか0

パンタレイ、だが余りにも究れすぎている。ただ衆を碍んた、ためと∴

思い透写ヒ色々ヒめぐり来ろ．流れる紀のようにはかないも句。′臍

に健希の鉢七現したもの、嘗め＼ようにきらめくもの．そして実しくも

靖忽なもの。よせては塗し、遜してはよせる硬牒ように、帰り得る河

の水の朝く」二．⊥阜蒸れかけた鵜も再びてリ廷す。かくも夷しくJ、か

くも絶当勘三。

氷連なるせ瞳の砲が濁ら之引き上げて行く。（ノヲ∫ぎ　蟹／月占8）

これは／9∫㌘竿の国頭に葛いそある吏菅で偽るる　二二で設後の／一行はゲーテ

′のファウストの帝礫より引関したものせある。

容姿ヒは一杯何なのだろうか、く白須まケ迄色孝ヒ希考盈して来た。

芝の発礫は小学演繹勅こ発するのそはなかろう坤。た、がそれから五守

筆画を重た今日、阿倍鮮ヒして私にはやから㌧ない㍉㍉しかし淀頃では少

し通夜って来て頂くクめ上らではないが、今ませかい夫の／琴の孜確か

こZAL
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／象くな
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′

覚めで帝写といてタの∴ぺ）塔ヒ人格とデの何伸ヒ方ての嘩痩ある繚噂

和才二’毎夜確睾たゼりっこ：サイゝヒ終ってい孝‘しかし々やもする∠亮の∴

啓碍老見失いノ蘭に′葦でるよ／ラ考㍉相手のサ催窟唾暫弁一八のもめと濁、先．、

ろのは′また・その女性の入籍ヾ宮森めていない二と∵Fめ牛感情紆な政商㌧十　′～一

宮抱けきれない詔鞋ヒ宛られるであうラ二　　　　　　　　　　　　　　　い

〆絶えす呼物か之翠、め繚けて牒。∴絶えず、求め孝二とが出来す追い牟

け／まわしていろ賓、これが八何の卑称ではな／し用＼クモの求めセいす炭

博に′ぉいて八画像の運歩を節稗虫来ると懲うのだ永；サ‘といって、釘

めてヤむ二ヒの出家なし1人向はそれそぼ不章で参ろう卦。′一概にそう

ヒはしはないと愚うク新平野あリー静や蓼参上戒めてはい号が儀毘：

しているという嗜牝には到達できるのではなし＝いと番う■／腎甘辛よす

′＼／9　臣．）

頂十なるので少しと正して／yヲ∫ヲ孝に移る．，私が務へだった榛の事で、考るク

この日は屑各会がめツ、蕗はある女権に1俊定番ニヒ乞新待してぬ席くしたのだ

ジ　つた㌧．そもてを、のす塵に奮う‖二は合っ～たか∵私の超いセいたイズージは鷹く

も磯～れ老ってしまったの育った．／／そやす健の雇い蛍は・ガ二一チ↑′レの考と

粟に今も私の胸の甲に確▼つていろ。
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生きている鱒は色々ヒ悩みダ毎号。嵐よ好く辛目川叩∵嘆串へこた

れないくでちろラク抑えろなら斬見よ、ヤ暮リ僕は伸か、上る由ろう1．い

、－示なるもの本イ琴の前直之はばもうヒレ々ぼり摩んでゆ手だろ、う。しト

やなる海曹水、おそおうとも戦い招く捗ろうr。或ぬ芋で吏苫賭けるそあ

ろう♂死ぬまで蛍い緻ける妻卜参ろう。だが死ぬ孝で勝利は′勘こやって

賽覆いで好もういどのよう音量声音得ようと、＼どのキうな霧を克、よさ

、ヒ∴ヤはり琴に勝和ま訝すれないであそラ。専断二周れたく凋なし卜。

八はすべて乾すゥY革も死揚ことは出来るのだ。／尊王死なざる之得勘1

のた㌦
＼

人ノ向が生まれ、そして死んでゆくのは1‘二の神のいたずらであろち　ぎ

か。一何クために大風牒婁号馴すればならなLlの刀㍉ノ阿りために人商培、
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生ざる孝に±ラも密着七椅うのか）♂Lゎから■ない－　巨、ボ人間陸生卓二

絶けてきた。過去何干草∴、何万等ヒ，タ　そして今夜も生き絡げるそあろ∴

でう，いっ骨は亡ぶ、としで1も・一骨のた射二生きなければ亙ちなLlか隼か

ら元Llノヒしても生きてい香だろう7、（′持ヲ字／用ザ庵十

三の東平では繁の廃し「夢之斗一つてい車が、イ一方でお摘！手破れ一方では猿人

幣や財務に遜れ隼風葛卑∴，礪券に腐れてい七よう甘言ヒたか1く番顔二と亘ラ
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lゝもめは人周にピウ‘て一つ針計練であるよさだ。あ各人は番野七草衆ヒは商率∵

しないとし1号〃　しかし私はそうは屠わない：この孝については、莱摘萄液私：

／学等時、音楽の先生ヒよく萄壊した。毛の老生は相当密葬樽だとは落づ年が　～

覇者の窓鞄だゥた。茨の東平で林乾生とあるのがその乾生である。

‘八時＝ま魔毅によらて向上するもので・めろうか、窃落す孝もので考ろ、

うか。着日ま荊竜であろうヒ啓ノっている。贋は薩か一人のサ塵に自己の

全て老献げたLl。お互いに信じ合いJ、お互いに塩野をおぎなうニヒに

より毎分も裾芋のせ鰻も向上す巻という、そのような女鰻はいないだ

ろラか。そのようなや煙が現われ、そのおらなす塵ヒ容愛し、赦しLl

藩の炎之燃やしたならば、生蔓ることに軒しても∴クヒ乗り合いがあり

生きがいが由凍．自分ゐ仕事に好して億案軌こなることであろう。八

によっては蕃努は勉親の／邪魔だと奉孔．るかもしれ厚い。幕来生など、も

′′春毅なんか寿をずともづと懲肇しなさLl、私の名い頗珪ビ、は琴痩ど

ころか勉魂で〝生俸命た、っk′／と言っておられ石野をみると、そらし1

う香えなのかもしれない。人によってはそれでいいかもし■れない。だ／

が私の賂合は逆仁。叔′しい慈愛宜し、嗜紫繭になればも◆っと大き懲二

Yも恕来るだろう〃私はそれをするだけの刀は韓了てしいるつもりた㌦、

（／ア占ク隼2月上白）

そして三酎二へ学武家があ▼リ私は東大更すべり・二の学狩へ入学したク　モ？

頻の孝之脅しlてみろ。

新しい大学生葛が倫まってから－月余Iこな等。帝都の二、三だ＝ま覆刻

をせずに遜ったが∴壁壕は化合から仕分連れる．もう、翠く要路みが

乗ないか任あと番えるようになってきた㌧

礫が喝在の大学人入った時僕は何ヒも＼感じなかづたク新得すべきも

のもなかったヶ新しし＼東学にたいする痛象もなかった。プラ1ドもな

かァた。何か者確しようという寒気霊、みもファイトもなかった。何も

なかったク＼そのような布石老韓っには、乗りにも頼れすぎていた。寂

れ額づていた。殻八隻葛のために神経がすり切れていた。原木の含符

轟轟の暗、計分の名前憂鞄つけ”亘れやれこれで鴻人をまぬ率1れた〝

、ヒ藤ふた。舎／くぼ＼っとくレた鬼符になったク苛‖ま項健二織に逸っている

が∴これは補符で入ったあだ。控が私はどちらでも／大して変り華かケ

／た；ただ哲準二線の牙がよし＝ヒ↓トヮてくれるのでそちらにしただけ陪

ー26－
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つた〃夏ちらでも液八色≒まぬがれたとし1∋ことは同じた・ったJだ三がぞ、、帝大わ

ガがす怪が争いからそちらの方がいいカ＼もしれ考い。今田まです為す、

毒と琴硬へ盈っている。

これlこぼ即すがなカ＼った。嘗茎語れてしまう先のだ云争倉、ノヲ摘草と月頃・二

の孝だろうヒ懸っている．今から希えると、／∂分やノ∫ガの護刻など、しおらし

いものだ。このよう掌状態だから勉駕など何も裏来年中＼つた／ゥモ／のうちに巧　ジ

ヒかな香花、ろラヒ恩っていたが何ヒも在らな乃＼つた。気が付いたら三回生だ、
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った。とにサく私憶大学以東は徹底均に現実老艶産してきたク　もつと儀い牙

魂がみっかれば’飯rLlのだが、礪愈昔からそのようなものはなかった。とに乃＼

く、私が如何に学祭に賂ばでめるかば、C科ヲ同塵ならば愛でも拘っている

はすで（ある。二役圃いてみられたらよいと懲ら。

‥逸表阿寒か刀周、硬はでつの宅を壊し求めてきた。だけど、一夜もっかま見

る二宮が恕豪華ガ、つた。そして磯は機も畢1乙適∵フかけている。礫はもう変容

に耳して甘党夜隼’出家でいる健だ、〃それで・‾もやは上　刀宮落す程ろう。

磯計了洩い求めてし1ろ響、奉寝、にしても学何にしそも．

それ布、人画の本顎の肇ではなかろうか－

人間の卒当の英しまではなかろラオ㌧
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鵠官費接し都築勘と禁禁海襲㌣プノ1　・7‘・√　′t1㌧　♪、一、ノ

」務の底。穿（飽確）や毎号了
∴誉昔㌫接が…　し＋　√ノ　∴3回生五十諒百華′

突獲十「或々は寒帯画室儀鱒がモの子亀たる通日夜前内傍目二は緻密夜村で

／、　　　　牢ろ。衆道の一連の夜働政賽に断乎満額して≠、毛をしよラ。」

群発：十ヂモ程、デモた’、まあ行二番／」

屈腰上r何でデモするんですか？」

／焚硬∴　r成考がこのまま守宮こまねいて晃ていたら、夜その日をはどうな

るんだ。我々は我々の考えを一顧に視ら首席‖ニ現ヤはデモをし勘十

れば、ならないんた、」

㌔、鍵隆二rT突風をとめたりして、みんなか軒客になってもですか」

ジ費確、‥　T我々は民主を豪華守ら番目どならない、ノ我々は東通秘雷になった人

おちに把のなかで謙虚にあできりながらも夜勤解熱二村して施設の

デモは行なわなければならない。環やばあくまで読書室寮を守リヒ‘ジ

倉すのだク　嘉は学生盈蓼，の「栗を細らないのか」

鈍辟；rr史鱒ビラかしらないカ・安逸を一方瞑目ニとめたりしたら民王苦

衷の琴帝に夜す為のでは狂いんですか」

契碇：「或マばそんな小生産二ヒにこだわって、将衆の日本史連年づげろ

ような大きな二ヒ之はおって奉りてよいものか、日本凱禅家を誉め

る大事なニヒの軌こぼ空々の療華は止む之得なし、、現やは北＼田東野

門歯に断乎ヒして斗かおう」

辟寛：「さあ行こう∴行こう、ヂ壬だソ＼デモだ／」

蘭綻ニ「－…‥屈壬を和声大書し1のtと小声Llのとめるのかなあ、

養老守る為には車掌Ll民雀主家は礪蛙か、わからなし1な重工

．－　：●・・、二・　　二’：・．　・

インキがういた布やし菰寺貫き法
≦　ブラシ、ヘラ灯とセロート適をしみにつ、げ、更にアンモニア痩アノレコール

妾稲しトて上下に軽くたたく、・この時し●みの下には蘭木綿っ茎の下敷き額を入

、ノれるニ‘ヒク　これでインキの色素が塚げろ。その礫、ブラシ宮水にしま吐、し

∵風雪割増頂ゆすぎ・更にスターガンでぼか、レ穆顔トノβ′鞄）をっけ、牒

び㌧水塊、欠チーム離＼Lをずるさ（アン監＝ア塵アノレコ一両ま⊇㌢／％ノ、アご

ン已ニグ水草カレコ「〉ル史上：圧覚卑したちの）　　　膵本島）⊥
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4回生　原ジー 草

少頗衛魚汐涛していた。署t才覚海老撃不承した小室が、河の今頻￥いJ、か号

小j Lれないカぐ、利に低落はないから資肥して償い夜目。r香が今年．帝都 大

，学工学部電気学務ヒリラ物々しい野から風味に赦審して今門司駅で切符堺リ

gtていると属し沌蹄に笹つい億しくなって、5、き出してしまった言そのコL

トラストの妙にって茨だ。今夜も洛拭きから繭切りまで大いにヤ）香がいし上

層∴潜るな、比も養老革孔ぼこそだ。確夜の惰ヒ感じ入ったら何も云わない

勲ら土厚でも下げて凍る林、いい。手紙の稗材で許の日夏封じて勝幸なおしや

√′ペソを押し付けた水さて小生はとな“香￥∴

考軍事、人も寮む我々切八紘が痢らて′′存大電気〃／之繋げた衰岸本お庵と円

ヒ替り＼つて∴iくぼ二次春雪の怒山学科へ、そし二二の俺は′液八して即めてそ　≒′

〉のろ史細った素土繊大で解雇色毎癒す研削こなつ′た。今では第線経会社に帯

革も四足して乾合に観尽してしきった替∴あ刀劇ま鼻先てもみなか？た‘′化

学〝へ軍を顧み入れて＼、大筒府大磯威土学を穆てたのも何竹の塚かもしれ阻

心な。俺、は痺々実験毒の破れ穴からそ㌢戊考え褐やると～とめどがないえた∵

ナ解教豪に逢いまくられていた∵・二項生の頃は明恵いが′化学〝↑の春野

ヒ社食学ケなれる胃厚にうかうかとその日豪うば、ゎれて＼学内外の琴外濱勤の

＼数々ば凍りが蟹でかな色と号音添えて肝賓の細密の拾得の射　は鱒二おき忘

れて嘆をかぶ、った手書になって頂く。そう正直いって畳ま茎ながらr’化学〟

といケもの老考えはじ／めたのは≡野生になって、から≒っへて訳だ。その時例の俺

牒化学覆〝掟宰いう絡億が又守って凍て、この裏音字色っけて覆いもあ妻ら

ヒ一瞬逐慮深くなったくもの程0そすLも半ば強制的だ慣られた朝和二与えられ㍉十

た佳事をするオ⊥卜又工場進みの韓を廻り老ヤってLlろ内に酸や七一つ何′か

ヤって二言したろうらとの尊家込みぼか－」プド熟して来てしきリヒやせ聴吏鳴ら

していたがその冥　濁犀の亨一ダー蜜礫に追いまくられて言こ’らくさしトってい㌧

■生のが賞状考㌦で宣†勘二は毎分ヒしヱは時間を轟大鱒に南新だ優った腐りゝ軋

ぎ毒の周桑′より〈」可か満ち圧力たもぎの醐守碑か自今が知らなし‖句に議≒きる埠がこ

烏メ季んじゃ等いか㌢思っていろよ′膚分徹鱒で夜寒草で酎郎摘紺粍滴か合㌦

’才はノ大し七草鳳を伴わず七琴い壷寧ろ∴白骨考で唇音し左耳羊亘ン（寓ヾ－
－29－　　　　　　　　　　　　　　　＿　　　‾
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√　　ヽ

ル十色防僚機から周桑希書‘で安八ヒ二人∴こ来して週日終亀率まで頑落ち車十

巧覚り、終に水に不溶の衆にした時は源老私さんばかりに署をやって・朝食

～／ヒ少々椅ち摩った煤色お開きんにも施せたど懸うが。ヌ落簸J、んふ㍉Lヒした

∴ビスコースの徹夜の肩稀に衝く弦咤間礫に七っそ台風に出会わい礪てて氷

で増やしてやつセリ、くあ◆る蜜ではあんまり額遅く昔で屠るものだからそこの

新手廠やらr人叔老東濁す香気牒＼」ヒ奄鳴られる鵬帝もあった。又ヂ㌦ダー

／啓啓に姥符されて詞倭期末テストの半ばと管理が終ったなんてヤリ周れなし1

時もめった。度々の実質の矢数には関口して質気璃永する孝もあつたが、そ

ん在原、に鱒コシ／ヾという椅部費にすくわくれたものである。そんなこんなの琴

を廻り老終って研究誓選びと在ると叉鵬箸労だ。別に二二で一生がどうこう

とし、ラ二とはないと懸って庵は瞳軒先内容宮を体にあっさり決めてしまっ七

が、やには撃の琴錦乾．教授、夜八孤顔ぶれ、就家、から垂の位置まで勉ぎ

虫して容象に謁まらなかったク　ひゼしトのになると確なんとなくとLlう者等そ

十し1る枕木程。俺はこう懸ったク　モんな軌ま白骨が吐、んな研究をしそやろうビ

ンは声苔もっかす＼まあ単位だげ番えればの姫しき方やじでなかろうかとか実

慣毎分で年額テーマノ老究めてそれもややている連中は幾人いるだろう。教授

∵升卸商蔵から澄んだ者二全く彗て机1壌稗の考、乾蓼の引琶緒ぎとそれ堵環

礁だ㌦で・も俺の惨合動機も傘均も実に琴詞だ。確何ヒなくテトロンに恕せら

イれて弼ヒ／なくこの研究でも耳ろラ笹でいた茨だ■肇に入るなり発生にT一つ

テ予ロンの発車合音ややせて下さい」ヒ窟気込んで頼んだもののを勿中身は

城にお観衆であった。た、から「近頃輩もヤづてい・在りが／つぞウてみろ」と

蓋われた醇は嬉しし1よう私砲手戒けしたような堤合で・あった。でも雀の観鰍

でも受骨なし日舞翳之畠分が多孔尭テーマでやれ香ヒいう溜翼だけ庫しっかし凄

みついて、それ克、げは何か儲けた気がするんだ。明日からどさしよrラヒいう

夢中の渡りが∵紋われ看た骨互も譲かララ。そリ守、突如こも年生一葉だ計ら藤

倉鼻先込んでしまって塗か二審拘る日も診ろ郷、．それ老一歩和み遜’すヒ実等

、栄までの時間では足りない多席を極める奉でなる1廃渓‖こなし1魔を行く周凍

／つて所かもしれない。｛ぱしの化学竜の／凍りヰ乾おづ、かしく各県を慣らてい

J、香色食管寒々で岬人にやりヒす葛帝がめ・尋。まを化学の桃源壕に迷、いこんだ

∴所産ではいかめがその人プロでもたっいてLl壱気分だ¢　そんな時ほら倒〉の正月J

に箱荷神社で腐如ナたの乞憩い要すじゃないか。魯首汽亘から、一つサ性に

漉動じを樽ちません．一つ頑は艶曹ドたしなんで亘れに付値す巻伏楽を栄華

ませんニーつ賭事は～鱒切此音符なし1ません、∴っ遊興衛には婁巨と尾憂弼み

大粒ません、一つ他人には不当な千汐を教しませんこ　またあヮたかもしれ′ん
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がどうだ。社会に射れがそうそら勝手も云えめ等々ヒ硬虜を付けて寮しんゼ

／ろんじヤ孝いの努＼。肇か不草か小生の狛よ叱史破る好礫も劉乗せ助演牙だが、

為－も櫛符切りではなあ、せいゼし、・身体老唆健也ぬ孝た、。三の正射ニ／は食えよノ

ラが、それまで－ますお別れゼしよう。用布、やけに≒いいじやないか＼。おやすィ

み。

貫を教習華が己
3回生得岩月寿雄

そ和宣今等の蚤のことで寄ったク地上の水分が全て来襲∪琶つでレまさの

ではないか宅等われ香孝男しト〝ナ．風；媒億の商に待ちかま乾ていた。その生活■ィ

は午前占時津かヰ雇ったク各日番日や蒸気威竃斑素は俺の体か区分之⊇啓も

奪LUをっていった。もはやビール千旦睦いJっけなかったがしかし俺は頑乗っ

たけよ学位ヒ食のた老＝二、かくで持∈日豊市電入射□く過ぎ去云てしまった。．さ

て宍層で、得たもの喀費巴の紹哉であるなどヒいえば簾も本料にLlないし、′庵

も億くじ射けら苦り射一〇毎分牢実社会ヒいうヤので尊慮あ矛されたと占

えばます無療なヒころだララ。何色に家書つたか荘どヒヤぼな軌句は仕木で

くれ‥そ′二で栄色の高年琴、衆芭方法には覆々参るけれど、も‘その中で蓼も

ィ汲′く礫ケ鸞磯の作用に′ついて人から鞠いた常夏述べさせても、らって秘史憂患′

ギ㌦礪存知の通り、繊経は水中に於いてはそ刀葡萄が電気＝蜜層によしリ正か

麺に得痘した礪家老生じる。即ち木綿は責ヒ、ナイロンは正に帯電していも工

ヒれ虻今例えば’禾紗を虔拷家路で毅める場合直倖東格は水平で輿袴で甥 ＼功
りる

♪
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らそのままではよく家書らない㌧　そこで空硝（他之∫Ck）受入れろニヒにより‘

磯檻表面の顔荷を旭／ィオンで弱めや＼つX∫0¢イオンにより栄料イオンのイ：

わ化色止め平衛を亮に喪し感経費層に色素立回考させる働け老す㌢ニヒ豆

なる∵一方壷打こナイロン涼色に礫橡衆斜でする場合はナイロンは正に帝亀し

ているから空欄は不等の横で参孝が、笑はその′まま蘇芭すると余し‖ニ早く乗

りすぎてムラ蘇めとなるのでこの傾向老抑制‾し均等に紫色するために空磯が＼

甫いられてし絹のであるク　もちろん管礫に簡らダ中位痘一顧に雷いう∴香ニヒ

なのであ香′β甥事に／平壌の噂ヒぼれるユ工〈シぞあ予（余り痢僚別口′凍薦／
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零味み終る

7月／′♂8分らネケ1ヨ向に及んだ襲新体輝も終り、畠ヨ窒ヒ鼠色さら

に鷺味を帝乙こて登場、静かだった我が家壁もが然好やかになった一。し

かし4巧生にあっそは休み返上で辛萄テーマに額lJ鰭んた’大多数′。し′

ぼらく優し‖三′′休みぼけノ′も新顔の或壌準備で完全にとんだ等でしょ

ラ。

閤凍乾生質草樽士ヒ／

／林を研究肇利巧鹿家「劇芋は京都大学に摩損中の学位葡文がこの度

バズして、寮学修上ヒなられ重し〉た。蘭吏アニマは「膚壷食庵に照与

する承寮中の成分に周する野党、」l

今後暮す音す活躍されます二と夏期砕致します㌦

学外冥闇」ヨ回生T

専門課員2学位の学外舞膏が憂床みや3週向ばかり官庁、大海．簡

商会杜などでヲ回生已河家に行年われたβ幸い繁簡名倉兵事叔母く聴

、動こしかも像希なる成鰭史収めた宜うであ予クこ±当分ヲ転宅射句で

は爽層の葛が沖をせかせるた’ろ三㍉

［彗
蹄将ヒ了灯下親しむべき冷凍の秋か　ほこり観察磯だけ、あとは天萄ゝ

く濁祀ゆる款、大いに身体受領声るべくスポ⊥ッ勘臥そう、ヲ再生は

賓旺一人∫彗リ20円出し合ってソフトボー′レヒバット受買い将をみつ

けては研究に余命がない。一ツマツダ瞥リデをフツマランナア一一一一一一。

一度庭　草糾三春グループに併呑ソフト好一ノレ大会でもレようか？。

［三三］
休卒中しぼ’らく会社しまへなんだコイさんにおおて、にわか七おお

、掌ゆうならはちたんで谷、つくりしてますねん。

でノ＿も訝蒸されたりか勘定が合わん夜ヒ懲いますが豆、ないなもんでしょう？

字
鹿

（
」 ろで甲庭の静の木に費選毛葛が繁華レ二三の不は魔んと、紫を唆し1

きれて秦往な様相夏空レているp　啓休み体療緒商など毛窃翳り皇し

て下きい、、蜜の／コリ‖よ七の＼毛廃を払ふて′も‘よく∴転べますま∴
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4匡廃寺由夷二

尭首、スレ＼汀リに額素に弱者と・都の上たり矛昏々　ビ彫ってある。余程準

則に落し1つめたものか、魂の入ったその彫りつぶりにノダなからす藤蓼した。

矛啓とLlう吉葉は、勘考の故事よりその帝を掩してし＼ろ′ニ〈ヒ埠藷でか承知

していろ野である云今巨引まこの矛腎について∴－Cのおもむくままに青い㌣身

ようと煩う。

膚は畝正㌘β0　年、麿の都は潜囁、その衆の城門巧辺りで一人の軒が大風

胃敏之みろげでいる。何ヤら患っているらしい。EHま商に傾Llたノとはいうも

のの／、山一つない定額たる平野受逢してく孝熱風ヒぎらぎら′ヒ恕土色に輝く

遜削日、ようしやなく労の顔に達ぎかかる。未だ蚤の署ふさが掛丁切らない城

下には人っ子一八通らないゥ　じリ七号夏だリーっげろ逝日夏も≒寮に付せ率．のか

相変らずビワしリヒ屁を藩ち付けている．暗嬰中ヒ錬っているトビの鳴き声′

た、けが．吏宮家解しているかのようで・あるクー十一一

下林て学則も縁ったせ参ろうか、ニ丁在宅の土壁に怒って．二人の雷が何

やらj芳し沃Lから歩し1て寮た．あたりはもラ寿づすらと賓香れてこ人の頑も判

別し准いのであるが、その若し声の孫子から、〆方は商人で舷牙は希い襟八

か或Ll搭いわゆる啓牙の大学生のように愚わ㌢した。

「診んさんはチ贋の科挙の衷懐にパ犬された壱ラですな、よろしおした翫

あん呈んは御自分の葉月だけで人らはつたんやから偉いものですわ、その索

わてらの亀子は、わでがついているからし1し工ようなものの　∴一一一へ′へべこん

なニヒは言わノねが花ですな。豆ころで参んさんの考膚く光は？」

rノ＼ア、私しぼ狩野に勤めることになりましたク　静も蓼＝んでく㌢してし1ま

つ㌦何しろ比の頑の官僚の腐敗には創二束香もクがあります。机座し下垂

ことが稽屈に合づていませんよ」ヒ番い暦の声には∴駿とかかへつて乗、た’。

ノr家電ヒの質官條常繁簡の何層にしてもそラですよ、宰いたいあん翠帝周

重義の官ヒ煮ろなんて、将乗が洛Llやら／れますよ。ワアシは絶好夜好です勘

蕗肥したように商人風のヲ引まうなきづLlそ宛せた。

「ヒこちでめんさんも菅條斗尊では太いに諸礎しはった尤そつLやろな、
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㌍セはあもんさんにそん復結締箪象階やいつまでも楕∴フてしい乙もらし日とLlもの
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㍉■ナ∴」亀有は惑ってしまでた。商人風の労もL竿如上何も云わな／か
、ウ／た。毅には解ってし1たのぞ参考。何やかや変動軌言しそ見ても、何らそれ

を爽行に珍すという簡熱もなく、ただ大学に春巻とLlラニ乙に掬定してLlる

連中のニヒ乞　一一一一一一一　ニ人は惑った芝詮索の成田までノ歩Llて承た。

刺の勤ま梱安らずゼ’っしリヒ尾官憲ち瑠1チていたが、二八の客がザLlて凍

了るの宮鬼石と、Llウもの靖子でヤリ登りクたヶ

「さあさあ、お二人さん．二の矛受電てくれよ．野中喋し廻ったウて、そ

こLlら二二いちにある代砺kも款が盈うん程。都やのど、んな頑丈荘膚だって

／嘗老逸せるんだよ。切れ味だ、げと渡うんだせ。／二の説の乾の方乞見てくれ

よJ‘断はホコセ‾かざして免せ隼．

日は乾に死んで．季圃太傷の乾で彩が琴かつた用も・今はその英一しい孝藍

∴中堅に魂わし、きん賦ヒ拶Llていた。辺リー南は萄覆い月の乾で、先程より

′も明カ＼暑さが増したちょろであウた。痩評毅そのものの牢で三人のぽっんとし

た存在が汐にその雰囲気にとけ込んで、Llた．

背戸かざす鋸い刃範がさんさんと障りそそぐ月光に、その最大の果し蔓老

考葛かのように妖しく礎Llていた．二人は間断二丁ホクー…」ヒ療愚老滴ら

した。月光に冴え冴えと輝く乳は、しガ射こも夏、んな警固な頑でも償き乱す宅、

という養家に燃えているようであった。二人の半ば馨せられた、感見るよう

芳書ぎし宮鼠て別は二、でツヒ実ウたまラそあゥた。

r俺に策ウてくれムヒ忍者がせき込んで茎やた。・

r裔嚢一夜亨はビラだ」

「ご花教でしょう、／なにしろ考ちらこちらにあ写代、矧ヒは遵うんですよ」

rそれ亮、ヤ二者一／」

・「た、め轄ね⊥ヒ労は着付Llて言った。

－「それじで一一一一一」ピ者葛は、言、ところに手篭‘入れながら、ためらいがちにロ

を持上こうとした。

よよ、銀域左舷で襲った⊥とその蹄産れの労がいLl切った。者葛は番に輝

フ面をしたたか打た笹たような屈辱感におそわれた。がで、つぶり太った男の

♪項を局～たとたん「巨＝二は軽蔑の色が浮んでLlた。一一一・…こいつは金程、けが承り

）柄甘んだ。俺の耳到士家嶺もないし一一一一一一

ノ（「さすがは旦・郡です申完、∫村で売り苦しよう。・つLlでにこの竜宮ちょっと

♪　見て下さいよくJヒ労は、乞む、た竜宮乗り出した。即日ま欠牙に萄′く昇り、貰⊥っ

なし岬空に輝し1てんlた。廟はまた前ヒ同じ函芋でヤリ臥した。
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「、さざめきあお三人乞ん・士の萄老党て＼くれよ伊都中塚‾し廻ったって・そこいこ

らここいらにある据勿ヒは贋がl達うんだ。軒やのどんな髄い矛亘りてこの項

は貫き通せないよ。それに嗜頑穴なだけじゃないんだよ。このつらの怒り牙

老親てくれよ」ヒ動ま㌧密らしげ≠二用の光にかざして鬼也た。

r水ウ一一一‾…ユヒいう嘆息がこづのロから同時に滴れた。

r俺に濠ってくれ／」ヒ商人風の努がせき企んで毒づた。

r電線左裾でと、うで」

rご、グ∈訳でしょラ、何しろあちらこちらにある代、郷とは家が違うんだよ」

rそんならも／うー殺出しまつ苫」∴

「た、めだねJ　と努は者ちウいて首ウたf rあと一枚。七夜ならお寒U Lます勺ユ

「よゥLで、七萩で登った」と蓼は、；、ヒころから髄薯を賽lJ出した。壱香は

範程からこのヤリ撃リ老痺ていて急に賢い出した。l

rねえあんた。モ　この矛は郡甲のどんな誓い膚で・も償壱適せ孝んでしたね。と

ころ夏、ころそこの衝は郡やのどんな鋸い矛／でも防ぐニヒが出凍るとお毒しマ

／いました埠。それじヤ二の矛で、この密老成潰した▼らレ体ビ’ぅいう二ヒに七る／

んでしょうかね。濁覆々々しいにも香がある／　二／しなものに大食を出す煤

の寛が和れないよ」と半ば項目］芝葛いながら城門の常に去って行った．′

rなる寝．あいづの嘗う盈＼Uだな」ヒ商人風の芳首藤忙したよラにつぶやい

た．

rしいで、わたしは何もべつに不合窄な二ヒぱ蓋ってはしiまとんど、だんな」／

ヒ男は韓解した。「わ、たしは二の葛は節やのどt／んな鍔い矛だ、って貫き鐘吐いち

と裾引二言いました、豊丘この矛は新平のどんな頑丈な項た、って雷雲透すニ／

とが蛮乗るんだとも葛いましたp Lかレよく考私て下さいよ。二の矛がこの・

／都で搾られたものだとば老っていま吐ん建、。琴は－一一一一Jと賃‖ユニ二でグし詞∵

子宮蓼した．「実は＝抑よ乾旅な矛老作る＝とそ萄ろ荏番場の省けで作られたノ／

ものなんです．打か啓惨の矛が二の者略の膚官僚いて右何ら不慮磯はないで

すよ」
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「なる荏」と藩は替えた。「二人の瑠榎は寮もらしい∂　射すヒなくしつくソ

しないな。いづ笹にしてもわしは矛が囁老骨き盈すのど’ラのづて歌で、質っ≠／

たのではないんだからな。鱒しろこれは礎出し解だよ。大体五義孝は許の代、

物だ在。俺の扇た仮し日吉なしlんた・から、」ピ商人風の男は一八ご払宮言いなか

か立会って行った．射ま廃や轟く帝でて、各々家際宮静ぐ三人の葡足した顔針

史照ら　し出していた。

j葛はこれぞ終りで多寄。書あ何とくだらん香を彦Llたものだなあと貰う人

ヽ
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森六二部分であろ“ラヒ審らか∴河ヒなく寄書たくなったので碑文をものした窄

〉牙であ香。時代着電もヂタラメで多才。務んさまが食ら耳か言たら、文革が

矛啓しているのか、響葛が矛啓して－し1着〉ものと敵って守乞ってきし芦見なLl。
＼

／ン生れて′以来二十食草、我やは色々な矛筒に題渡して宋た。あ名緒は矛盾老

打硬／し∴そ和こ打ち滞ち∴　める時はそれから鑑遼たし、またある時には打ち異

かされた。、乙し巨わけ高額締付刀＼ら大学蹄勅二かけては、色マな矛管が田につ

いてでリ切れないことがよく怒るゥ　し、かしそれも孝を承引±っれ」威乾す香

にフれて野宿老矛盾ヒ感じなくなり、或いは矛衛に固老閉じて、それか＼ら艶
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一回生の蹄には寛粧しも感じるのは大学全体に承う無象刀藤である。この

ニヒについては一回生がよく／ご彪レン筍に轟いている盛りでめる。それでは異

体日射こどぅ短観カであるのかと瑚かれでも、常明し堆いが直観的にそのよら

守＝洛し、る考である。もちろんこの照虜ガが窄樽酪な大学或いは学生の在リオ

ヒ矛衛しているものせある＝ヒ撃方八が希める商である。そして大し＝二噛り

宮感じ、ある人は由名倉有功に、＿ある人は〉クラブ覇勧その他に卑俗してそのト

打開家老萄じ、予。しかし二回＼三回ヒ学等が遭むにつれて、一回生の緒に椅∵

っていた箆卑しい気刀（緒に学内に漂う無力啓を打威しようヒす香草か）も　ノ′

寒い、たどのつペらば’うに学位老承り、のっべらぼうに苧欝する終業ヒ裾を

孝。√地心ねに原帝を者くことすら偉くうに在ってくる♂その髭杷ヒし巨つも

のごと塔がら牒野生の授商が酢ヒ少し1＝ヒカ㌦打か蓋し＝たし1二ヒはめるはす

で診る。

学生の牢には何か日給をもって蚤硬鰍＝扇動してし1る人もあるし、たた何十

ヒ葦く大学に啓香という人も参る。大野倉は礫竜ではなかろラか。こらし1つ

た人間の寮Uである大学というものが醸し出す穿風気が何となく無気力であ

等のは望然Yであるとも番／えられ葛。～このような班際が容等くり透されてい巷

野老搾る目上　これが本豪の大学ヒし＼うものの孝ではなかろラか、とし、ラ覚が

してくる。塗す考ヒ我そが牙簡ヒ潜ってし一等ものも案外考唇でないのかも和

往なし18　あらゆる礪家に兼て矛嘗ヒは宛帝の■硝渡ではなかううか。そこで蓋

据牢固の攻寄　′′針哲「老逝当にアレンジレて　つまらない話ク∵老轟いてみた

のであるク
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層毎は′‘魔球老今球形とみなしてその郡司上た東芝頚リしかる、後にこその衆

老／プ元仁一か増現し再び均等に姥球老糸でピリ囲んだ場合魚は機上から頑搾乳

上昇す．るひ：′　む伺われてすぐ答え頼るだろうか、何と失礼なこと宮と申さ／牲－

る方 著す
ト
まま えていただ、きたし）。争く　の人は／C7花　以下の箸乾を直礪絡一二番

じとられたのではなかララか。て㍉ば次に半径ge祝　の魂で牒同額のこと之、思え

たら箸はおそらくrOc耽内外の箸を聖されるのではなかララかヴもちろん・▲（

〈計希すれゴ何でもない何題でtあ孝一が入園の直観ヒし弓ものは奪うしいものぞ

∫あり三／客裾橡のないニヒそしぞ珍亘であるゥ円の半径臣r彿ヒす和ば円周

は∴2花γであリモ抑二十呪加目し作ば㌦㌦描γ十日　でめり∫これから苧穫 めポ色

＼るにはZ花で到れば悠Ll。すると箸はもどの半径に隠礫なく為汀男も　となる竺

′　二の孝の実った直観緒判断が世間ではえそしセよくおこなわ‘れていラビ鳳ラク

それば大は人類の生命宮脅す季節和ら車は東商げん乃＼まで薄々寮費であるがで▲

少なく　とも由牙の剤若関係に関与する夢にづLlては苦し1たしト宰老いわ甘くて

は像である．辞リ老讃リヒ和ろラヒもせず、あたかも己れが碑であるかの招

く痛撃う連中が竜にはうようよしていると申してよい。その才七号もノのボナ、イモ

′不ヂ牛で・あり、フルシチョフ軍めり葛賓で巧リ全学連そあり現マの禽類合の草

魚連中でも診ろク我々はマルクスが変事孝でめろうとなわ＼ララ≒ヒ細った±巳、へ

亘は甘いモしましそはそ嚢の裔物色和らねばならぬ費野もないや　しかるに学生

のいわゆる韓魔王萄者達はそれ監カウリニしていし巨たしl＝とこをへイヘイヒ頻か＼

しよる。利にうるさくて確も渡られんとLlった寄寓Lをイ紬二出す範はなし日が

奴らの巻原を老優タのはまゥぴらご監ニラむリたり。俺が思うたマル、クスが♪

どうのこうのという塵やぎが何現学草呼イ℃だけデモそしよるか、夜会人になっ

′たら何乾しよらんのかとしトラことは終局奴らの宍碇審裾に佗草らない近藤う。

学生時代、なら禅定をべ至上夜がいないカ＼ちなんだ’。そこで老媒らば畠牙より

′衆徒を浸からぬ存在ヒ客ら訳で率る∴そこそその実礎牒慄HH車つば孝べく斎

ぐ・ましい肇か乞する≧わけだp　それが臥満会季舜轟の留萌霧人家の積弊ではな

ィかろラ中々牒確になりたけγいざ七らしてや石で丞隼しけ。別に太平呼を㌧ヨッ

トそ渡＼らなく　とも．　もう二のべんで・宍碇よかつこんぞ・くれ。

（文一宇の失礼はこら菟てくれ）

ー3’7－　　　　　　、㌔－

きヽ



第4回

思想、巧垂秀男十玄「究賢
東北の液（上）　　　3回生金田洋二

澄日の両の為かじの迷し川、わからなし‖町、′人は、宅、壱徹に出たくなるものだ㌧

乏二、には何の理由もなく．何の碕愚もない。漂泊の淵いヤます幕に斐き、

稲に死んだ蟹蕉だって′そうだ・ったろう。節食の皆勤はくすぶり、倦臥，癖栗／

混じノ　にラまっていろ。勘句と専苛でルビ甘さ馴ナれば一腰の葛が溜まる好が

なく、七が出すそあろうク家計の瘡でばなく、すでに管ぴんの階ぐらいに地

におちた野望宰ロー出して、、より／確実宮そして曙滞空追う。確実鮎産ではなく

酵l突入であるタ　「月日は竃武しの逸虜にレて　一・‥」のようなる文はとても番け

なし‖ニ′しても、フイクシ、ヨンヒファンタ与、小に少々下草なレトリックを更克

て、この直礫ヒ畠磯と正直のこの機首の孝之善しlて見たい。そして．蘇宮尾

葛よりも木乞鬼石ニヒ窒王毅にしたい。

な腐　　－禅－

紅轟は下ちなL日野で診るというのが〟酸の評判クよラなので、計画には入

れなかったが・仙名でた孝たま石巻にいく乾草があウたので＼・それに栗→て

しまった。藩の外老年がめてLiて、ふピ毎分が薇乞　しているのではなくて、

今撃薇から滞ってし）るの窪、という鎗翳におそわれた．桝めから行くつもりの

なかった野だからどこで確りてよLlかわからないし、広島蓉琴柱ったらしlLl

だろうと懸ったのでそこでおり、橋をとつ定。番牢と下雛といぅ葎めて日本

的スダイルで稀数寄▲威喝孝など’宮訝れた。僕は者か＼ら神社は好かんのだが㌧

孝、緒に首尊は何箪尊く解きなのでめる。ニ¢啓の石畳と直線蘭な杉は大層

気に入り、十勘定詔狛二訝れた轟野山の輿の魔人の温色濃い出した。そこに宍

遺す葛ものは、静け
詞 穴

、に痢
の
J
に

撃竃の石仏

んぼてつか十
ノ

の
か
　
リ
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ヤ

そば変にヒ茶プレなく　ヒ

の
栄
二
を
上

中
に
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も
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な

で
塚

無
の

葛。それは禅なのであそラかクしこ申年の
窮が狩り、縛か一層濱くなった杉、速く

孝存鼻∴それば「孝の埠翠申せ牢であるク　ここ
い。天秤亀にすらダヒもよLl．　ただ亮しいヒ

乱撃に亀谷手とも＿希えばよしlL、又素直に賂ラ哲が裏表1写．

鱒も出′叔ア直隠碇鼻に掩うク岩をくりぬいた重厚下駄をヒ兇よぐ啓示

鱒・その画廊二興．られた衝像が何をか語り教え葛でみろラ。ポッソポッリヒ

木の紫にたま）やた両船壬簿ち、址いだ勤まあく〉藷でも儲かで、そこに白骨の

心た17があり、乾もし日等いようで考ウた．♪それば炊きでなく，動雄勝せな、く

ぐ
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平家の．地　～　し吊とYL薇－

′′窃蓼や項伊どもが曹勿藤クの句碑の夜等毛勉、卑ウ商硬婆位の守の人デ、

発琴の暗唱のよ妄な初子で葡賂してくれる。そこには撃が茂り、輝畑土夢の

解に稲賓ない。もはヤ栄草色極りた夢色偲、ミミ、だけであ考∴礎石が世の寮酵老

示しているタ　この無常ヒ射デき、いたずらに浄土愛好めたのが凍原氏ではな

乃＼づたか。膚教の音ヒ宍しい希老浮べたで参ろうこの増＝二は、今で畑トの石

～藩ころがってしト香りこすぎなLl。準肇が池芝おおし1自然オ勝幸沌不そラビす石。

定の方向七安定て中尊寺にゆく。月免俊之登りつつ遠く北上川宮観るク、

：又南が碍つて承たようだ。ゆりくリヒ東宮登り、金色掌に雪香。

五月雨を降り残してヤ尤望，

′まさにその格があ等。淀やそや竿すぎの団射こ、ド毒かリ一緒に密窮乏／瀾く；

人々はモモの斉しさよりも、家等宅にため急変もらす云　委しでじゃら／じゃら／ヒ≒／

さしl餞老授け、るので参るや　経要望量て頚衛蔵に入る。モカ平には磯原宝イ℃の／

宅物で宿が収められているク　菅の智に寮がしめてみクて、甜俗と称する一字

金額を像があった。訊‖こ横はそうしそ秘密邑守ろうヒす香夢に関与不礫感を／

覚先度かつた．しかレ二項関宮払い綺都合象ヒ稀する秦になる、、ヒ濁せ号と云　ノ

うのだから、席が江ったというよりおかしくなづて禾た。ニ葛西払ってもよ了

し＝乙廼いフたけれ七、、八カバカしくなってさっさとそこを出て唆宮下づ∴こし高

七二それ凋、盈く′インド洋から責をヒリよせ、食費官尊濠に疾し仁　喫多の牢二三

宵宮／脅して解き上げた平竿の文化とは似ても似つや＼ぬけをくさいものであっ

た。北上川は者ヒ位置こそ賓ウたが卓、今なおゆゥくノリヒ耗笹ているク　しかし

平家はすでに窄朝の寮ではなく、撃なる田宮釘にすぎない。繚府民のガ吟た

浄土も又．乗移の平に消えていったのであろうかク　それヒも孝エビはこのよ

～♪うなものなのか。さらにそれともこのような勘こ藤色／老て香車自体、野魯な

琴なのをろラれ　それでもなお、草々　ザ1レツブ／レタの申枚シ　ヒ化す京都に

くらべれば、〝し鳥ヾ・し翁かの生年老喋ってし）為ヒ委し＝考葛のたtろうみ。

●ミ、英二も㍉二lこ∴〆．きし　　　・‥　一七：・●二＿＿．＿．．＿．一一・

∴朝の抑こ敬寒磯老訝れた。ゼゥごつした虜巧日朝を常務が流れて早等ク′美だ

それだけそ考るク　ベンチに摩って荒れをじ，づと恩つ、めてLl七。みやげ解像に

育つ克らその膚喜八蘭忽廉の人だといケ。抒務礫豆その啓を帯したのか、河メ

サこん琴速い＼で完で来たのか、触るよしもなカ、づたク下スに乗って諒か－

／　㌧

ー39－

′＼∧　　　　　　　　　　　　　　　　！

■　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　1　　　　　　　　　・　　　　　　　・

；
′
署
㍗
守
弓
ぺ
言
十
㌦
∵
㍉
∵
守
予
■
守
悠
∵
∵
ィ
ぺ
言
鳥

ゝ
∵
≒
　
～

／

い

　

き

／
ン
　
′
十
㌧
ノ
　
・
、
J

㍉

‥

＼

；

∵

∴

∴

．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

－
・
・
1
・
．
・
1
1
も
I
I
・
、
－
・
1
・
圭
′
上
し
・
シ
ー
モ
～
タ
ゝ
T
i
ち
■
　
1
2
、
き
く
を
ウ
ノ
・
＜
′
｛
I
も
ペ
　
■
・
】
￥
1
づ
・
▲
・
、
■
■
・
、
・
〉
－
（
会
、
・
‥
・
1
・
〉
－
・
亨
－
2
㌢
～

ヤ



∴

／

ジ

～

イ

勺

、

ペ

　

　

ノ

ン

　

　

ノ

〉

う

∵

∴
ぺ
・
＋
′

‥
＋
‖
㌢
＼
∴

摘
測
瀾
相
貌
凋
登

〆
〆

ノ軌；、針号返し、ノ木藤濱革に乗り、疫やなり≠棋鼻譲馴こ変召上∴祭り乳牛

）る人ゼて塔Ll卑葛場で人が紫葛の電線ふた∴脅しト二ク砂礫川は水が清く＼∴太」

∴公望が衆望留れて、葡萄のガラガラ声とさおが巧居をイく音が両軍にせき巨ク　～

）

　

ヾ

　

　

～

　

ン

～

　

～

　

　

～

た岩壁に夜轡し、－　ビ地よ　しi鼠色顔にらけて、参る静けさを溶けてしした′．そ

抑ま煮原動そばなく、血あ月商ありの磯かさがあづた。そ拘ま数十釆¢岩塵

に吹之る争みじの紆緯のせし1であったのか、、線分の俗情の為なのか、交通が

く不甥な為余り訝■れ．る人ヒてない二の化に、二のようなものがあるのは萄粧し1

孝でめる。民韻を歌う覇頭のガラガラ声は、まるでステレオ頚秦のような野／イ

∵常夏示し、例の観怒バスのガイド、の季ヒはちがった馨か夏、もっていた∴素朴

の魅力kLlラものか∴i、ヒ杜常の絶句が思い出される。

「ラ工脅亀週毎．山膏た　い－一一一一一」

で角をおり町へ出て属し1た郵士は∴土雇／珂垂らし書も夏日ま♪一軒もなし凋睾㍗

た。おそらく　この弼rぽこの漢の傑鬼など、めてにしていないようだ。泣くには

大空すセメント工場があるレ　その盟が町の財源のようだ。たいレた廟か針

／濁‖ノ茸しのと、観光々々ヒ叫、が、艶麗共は二二＼＼町　テ鰯めてLlないらしい。

金石かウ孝土ナ乗へ　－方ツギ覆ヒ寒土　　　ノ

わざわざ蜜蕎経由で宮古に伺うの摩橋をっっ走って釜石行’に乗香。蒐牽ヒ

計云て恵折衝押されたのは、平がガツギ雇で一杯であゥた尊だ。乏れも大慶

は女の人であり、二十キロは蔑、えようとLlラ荷物老密をとかつぐ。そこら勿

ワン畑レの比で痔なし上　しかも掲竃年寄りも中二はし1′香。ふと攻寄を慮れ、

香といわゆる纏別的でなし1のか不乳液だ。攻寄にとって研く軍は自明であり、

常識であリラ巷。世の更隼人亀はその野遼制老常じ、帝人の画萩を叫、ドだろ

∵ラが・それが果りて硬等牒牽商セもたらすで夢ララかク　ス、雇かに礫等は行

腐再ド悪い。しかし草の行蓼は凍して不凍や感じ－させ町lのろ不審該牒膏で牒

る、。Y例の上呂ぶ’った都会人の教の恥はかき得て蔵畦はこの全額行宮通じて、い

せ7ヒいう繹乾せっけちればしたが．この磯方のノ＼マ乃＼らは、何等感じはしなか、

ったゾ。ほqHぎtのとしたよう狂気碑で篭看官過ぎ、露台から浄土ケ賓へ何ら dた

う

＼のJで
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ニーの澄んだ薄氷、輿白い岩、芦れま浮キの亀にふさわしかった。書だ水が≒

漆たし1二の椎では．馴く奪琴もなく、少々帝かすぎる位だ、った。和二の、ブて

轟く七二ソク乳　それに黄且簡希した潮吹き岩永ある；密食ながら栗野静かイ

／すぎて覇を吹LUてく牲なかった。硬が商い旦数十湘よ吹き上げるというのた’

朴ら、笥射二軍疎溌かったのどが㌧磯館で〉文例によ≒って下駄之は、巷拓林のJ丘か

婆下プロ二鹿がる浄土ナ葉色定がめた。、年老いた演岬が乳老釣らて守んで彗たら
、
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くri／りすで

ぺく

そ、

～

‘ので見せても、らし照から／∴この承なきこの恩卿くとれて当宵のイよ∋な気かすす：

厚賀しいも一の仔と思った。牽くな殊勿頑から浄土㌢寮の見える庵で、変だ1上

いうのに十㌢ラ里香、対審に大宮入れて早た■夜は′全く層か不渡の′肴も周乾

甘かった／∴し、かし透ぐの撃で三時礫の者が蘭私、建ちく孝義滋びでもして心

をのであろう。二の浄土のような土子酎こ摺硯都会のくだら琴さ老呼込むので、

あろう中、硬を立てようにも硬れか弱こねてレきったク

宮古から電襲う喝へ

考古でうわカ＼リ小本行きのバ、ス之のがしてしまったので、宮古軍内空言ぐち

ぶ、らしたが、二の地方車郡市もそ射旨竜三において大都市〉ヒ変りがなし†千　線

1二二のような釘㌧こいつも象か’っく　カは00額倭ヒいう通．リと、市庁宮の在来

啓二ヒであ等ク　乞イ和算麿草履ヒ物まね吏義のめるナウの例にすぎない。心か

しての戒の人に〉その孝之云っても仕草が苺∴掛ろう。そ和ま又日本の浄薇、でも

－　′∴　　．．

小本線とLlう得カて典型紆な姥方／輝で、前にをってし＝た庖十位の人と仲よ

、くなったのだが、伺老思ったのかその人、者に工テ㌢ットの萄老碑ち出し、

礫はもっぱら牒苦手に寄って七一たク　そ抑ま帯革にちょっとした車で、ビ、ラヒ、Ll

ケ車もなし用ヾ、何かうれしくなった■都立妙で参った。その後嶺瑠璃へ行くバ

スのやでキ宣ンピンブ・グループに掛合い、そや傍宥棄人の工学デットのな

封こ合一ごくあ雲いれてしまったっ　賓葛藤エアアナ下がと、ラこういろ覇ではないが

そ別葵モボあ挙れるのだから9少年気分之寒くして竜家綱に入った。虐狛二秋芳

／碑を訝′笹たが、大きさからしトか壬、守や一高さいが、そ考案みな愴化されなし日野∵

が非醇に気に入ちた。一八で藷もいないづ司穴に入っていく釧ま少等時代牒／胃

硬Jじ受容い出すよさで哀しい。覇先学ヒいう挙画は上「スペレオ廿ジー」ヒ云・

うんだそうだが、家形と溌新色磯ラ「レオ［トジーJ、の量に、弓、まわしい／。この

詞の水はすぼ1ら一しく盈嫡度がよく（何で、も佐野－としトラ）これが享さだ仏0

であると沼った紅である。十挙位下に宅のような畠が免ら／粒、この線の：名の

∴我であ香りL L1。ベスが余りなLlめで締っ画にこの寒流宮逆馨ってみた。水

は斉しい八はし巨なし‖ノ膚零のキ、マンプ亀であ各〃　そうLl菟ぼ秋芳洞はマイ フ

詔リ、工レベ膚クーめり、土香研摩がえラリピ並んそつきらない野だがこの

・宛はまさに領地鰭で萄づた♂

岩衆町で夜は牛乳嵐馬（1これは来し七全てが牛乳さぁる託ではない。学丸

か数％啓液そあるノ宜・入／リ少やミ′打クく悠くなゥた体で町夏歩Llたか何も琴メ

十かケた。もつ㌧折目可も覇碍したわけではなかヤわた永、±こも前の確鼻漢のゾ

づ
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≠う芋観光之透で＝んでいるわけではなかづた仝耳免風呂で／ヾもわかるようにィ

濁度栄∴林栄が要せ塵衆オようであった。

八戸から下北へ

／老繁の層で敢行寮内．夏密んそし卜者と啓示というのが鞄づか二転。面白そう

準ので十和田欄に行くつ－もりた、ったが、たちまち予定夢更．下北に角ラ孝に

したク〝∈‖ここ荘‖ノ甘いないベスに乗り、日本一の礎卜乳洞のある畢家をすぎ、

ス詔に向う．窪や尊家で下りようかど大いに迷った押、画も同窓がないので

あきらめ、ヌいっの日カ＼訝れ／たし＝乙怒った㍉　この辺は並くに平慶轟顔や静琴

線の果しさにめぐまれた、すぼらしい野で、ある。ノ＼デ縛に東リ北上し薮とい

う野で下りる〃　そこには東名ヒいう静聴の繋適地があり、それのすっと鞠が

確度静孝ヒなつせい名。亀にはよ∂介葦歩けば宣く。小額瑚野手と群がり、

骨乳を東、めているまへうだ：ったク　しかし鳥は美しく、入官誇れ写し上魔にとま

る程ではないが、正づし巨てカメラを和する尊は可能である。亀ば鳥の索で釆

して楽しくないが、町の鑑くそこのように天賦の鳥が多く　いろの之兇拘る蝿

は少ないヒ希わ拘る。革む、鋸行列章に，乗り野辺姥に至るク　二二で下北につい

て断の八の毎夏廟し沌軋痺商が翠く春山へも棄研（ヤげん）へも行けなし、

ヒ云われ、下軌酎‘こ行く等をすすめられ、少々頼れていたし、イ土方啓くその

積寒に従ノぅ刺二なった／。大喝よリノヾスそ〟醇聞億で、下風転に竃くり・容らく

濃密が寂なか宣たら撃なる漁和二過ぎ茸示ったううのこの璃監更に行けば矢

向嫁に替り、項に乾坤打力＼ら仏ケ滴に出るコースもあるのだがご　もうそう食

は参るわけでなし、下忽胃で山海し翌暮∃海山に伺う苧1ニ‘した。この辺は層の

誓いの示ヌーつの魅力である。礪輿の輿いがナンプンする勘考鱒竃に入り、

（この姥では何者のある璃刺さヒんピーない。）鼻盟らしい料理を食ノヾ章。僕

は蒐黎磯の廃りは烙きじヤなし冒ド、この日本科堵準樽の替りを食べるとLlう

孝が非断二尊書でめるク　そ和ま一濠の毎吉家鱒であ’香と画呼に、季節・風土

に敏感な日本人動じ櫓の表われ／とい菟よラク、そこにはビタミンもカロリーも

私産しないが∴いわ拶孝一文化相ヒいラ密雲酔顔ヒ何の違いが蓼等のだろうか。

乞に砕くこの人の少ない文化紆ヒはし1乾ない、媚で文化か香える事は賓衆の崩

る孝であり、盈く十方針Jの町史在がめづつ寮監のんそし1毒‖鞘二夜は更けして

い・つた。
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嘉島象後言乙

β丁寧ボ籍行される頓は前期武儀もたけな守フヒLlった癌だと厚います

が・今筆度になゥて三関冒、東町という感じのしないでもないそしよ

う。試質が終ると本署紆な歓が浄ち、今年は学画賛も繊確ヒ工老合同

で行なうよラですが、何とかして哲んなで成功させたいものですク

乾す備射二初号射壬軒家、印刷香の都合で夜正も引受けて菜れ葛とい

ラことだワたので、、中に二、三不手簡のめヮたこと之御節■リ　しておき書

す。炭守の発行して行くについても画鞄はなしlわけでは在日のです。

好け田ヶて葉めた礫璃老簡素し夜正し、そして帝行、おしクげろよラ

に頃わせる。こんな学監するのが面覆いか面白くないカ＼，そのような

何に答え・なくてもよいと思し1諾すが〝大衆名倉〝が泣きはしなLlかな

どと葛わγL等ヒちょっぴり鰻しくなったりす香。

－体操に江ウているひし1ないか、璃々の養尾も時々に耳に大別ナ笹と、・

爵位に環っていろ八が少しそもいる耳目ま本巻に礪賃な二とた。

稽橡で、）ぺ守と啓行していくのかなど■ピいわれては全く　拝腐り痛い撃た、ク

牙三者の立像から監守と響畠はしヤすし＼け牲七、、Llざやってみると本

学に搾マこちらの愚うように行かないピいうことが、じ㌢しったくなる。

哲ん射〆筏守の啓域監碑って戯ければ、ヒ懲ラのですか。

濁ヤ人即明々賭圧す書が、独七するが松方すう・。哲んな甘そんな気符

に毛巨ウてくれたら。

いかなる狩でも自分は番う。

もう一歩

今が英に穴孝な時・程、

もう岬歩。

l

魂そ繊紆化学科生が箕嵐の藩い合Llの健を緒ちぢ互いをよりよく確帯し礫

鰭化学科の発展の為昭々の工事／レぎー宮路寮すべ葛きっ砕け受っく葛ために
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